
 
フード・コミュニケーション・プロジェクト（ＦＣＰ） 

第１回 若手フォーラム 
～食の安全・信頼向上の観点から企業行動を考える～ 

 
日 時 令和７年６月３日（水曜日）13:00～17:00 

場 所 三田共用会議所 大会議室、F,G,H会議室 

形 式 対面形式 

議 事 次 第 

１． 開会・事務局連絡 13:00～13:05（  5分） 

２． 開会挨拶 13:05～13:10（  5分） 

 農林水産省 

大臣官房新事業・食品産業部食品製造課原材料調達・品質管理改善室 

 室長 阿辺 一郎 

３． ＦＣＰとは 

～食の「信頼」をつくる「協働の取り組み」  

フード・コミュニケーション・プロジェクト～ 

13:10～13:40（ 30分） 

 日本大学大学院 神井 弘之 様 

４． ＦＣＰ成果物と令和７年度若手フォーラム 

～協働の着眼点と「ベーシック 16」～ 

13:40～14:10（ 30分） 

 ライフフーズ株式会社 大澤 幸弘 様 

５． ＦＣＰ若手フォーラムについて 14:10～14:30（20分） 

 株式会社フードサニテーション 78 山下 安信 様 

（休憩） 14:30～14:40（ 10分） 

６． ワークショップ１（チーム内交流） 14:40～15:55（ 75分） 

  ・ワークショップ 14:40～15:25（ 45分） 

  ・発表 15:25～15:55（ 30分） 

７． 第２回若手フォーラムについて 15:55～16:05（ 10分） 

   株式会社フードサニテーション 78 山下 安信 様 

８． ワークショップ２（チーム間交流（名刺交換会）） 16:05～16:55（ 50分） 

   株式会社フードサニテーション 78 山下 安信 様 

９． 閉会 16:55～17:00（  5分） 

※状況により、内容や次第に変更がある場合があります。 

 



食の「信頼」をつくる「協働」の取組み
フード・コミュニケーション・プロジェクト
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プロフィール

KAMII, Hiroyuki (2025)

神井 弘之 （かみい ひろゆき）

【現職】
日本大学大学院 総合社会情報研究科 教授

社会人向けの通信制大学院（在宅で修士号,博士号を取得できる）で,
地域活性化の研究を担当
https://gssc.dld.nihon-u.ac.jp/professor/kamii/

【略歴】
1991年～2023年  農林水産省
大臣官房審議官（消費・安全局担当）,統計部管理
課長,食品製造課長,食品企業行動室長,フード・コミュ
ニケーション・プロジェクトチームリーダー,三重県マーケ
ティング室長,政策研究大学院大学特任教授など

2023年～ 現職

日大大学院ホームページ

https://gssc.dld.nihon-u.ac.jp/professor/kamii/


この機会をどう活かしますか

KAMII, Hiroyuki (2025) 3



何を手に入れたいですか

何を産み出したいですか

貴方オリジナルの市場価値は

KAMII, Hiroyuki (2025) 4
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『日本型CSRの思想』より
http://hiroshitasaka.jp/wp-content/uploads/2006/06/csr200603.pdf 2025年5月16日閲覧

「二人の石切り職人の寓話」（田坂広志）



フレーミングの効果

⚫ 「特定の政策課題について、それまでと異なる枠を新しく設定してみ
ることは、選択できる解法の幅を増すことにもなる」（佐藤，
2002）

⚫ 「問題の再定義（リフレーミング）は、物事の見方を変え、まったく
新しい考え方に導くことができる。新しいフレームは、古いフレームで
はとらえることができなかった新たな解決策につながるインサイトをも
たらす」（アンドレ・シャミネー，2019）

⚫ 「政策革新と政策システムの変化を促すメカニズムにおいて、フレー
ミングと外部者は二重の関係を持つ。第一に、外部者は新たなフ
レーミングを持ち込む媒介者となりうる。第二に、新たなフレーミン
グは、新たな関係者の範囲を規定し、外部者を巻き込むという機
能を持つ。」（城山、2008）

6KAMII, Hiroyuki (2025)



⚫ 自然科学であれ人文科学であれ、ビジネスであれ政治であれ、今
やあらゆる領域において、異なる分野のさまざまな概念を結びつ
ける必要性が高まっている。私たちはそれによって新しいチャンスを見
つけ、新たな試練を乗り越え、斬新な洞察力を獲得することができ
るのだ。新しい未来を創造する道はそれしかない。未来は交差点に
ある。もしあなたが未来の創造に加わりたいなら、目指すべきは交
差点である。

⚫ 誰でも交差点に到達できる以上、メディチ・エフェクトは誰にでも起
こすことができる。たしかにオープンな姿勢と、自分の専門以外の
分野へ飛び込む積極性をもつ人のほうが有利だし、壁を取り払うこ
とができて、たとえ失敗してもやる気を失わない人のほうに強みがあ
る。けれども、それは誰にでもできることだ。

「メディチ・エフェクト」フランス・ヨハンソン

ヨハンソン（2014）『アイデアは交差点から生まれる イノベーションを量産する「メディチ・エフェクト」の起こし方」より抜粋

KAMII, Hiroyuki (2025) 7



フード・コミュニケーション・プロジェクトとは

食品事業者の意欲的な取組の活性化を通じて、

消費者の「食」に対する“信頼”を向上させるために、

農林水産省が、食品事業者や関連事業者と「協

働」で活動しているプロジェクト

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/fcp/

農林水産省 新事業・食品産業部 食品製造課原材料調達・品質管理改善室に事
務局があります

Food・Communication・Project（FCP）

8



フードチェーン（メーカー、小売り等
の業種）を越えて
分野（品質保証、商品企画、営業
など）を越えて

協働が求められる機会が訪れる

平 時 ⇔ 緊急時
競 争 ≠ 協 働

9

フード・コミュニケーション・プロジェクトの価値

KAMII, Hiroyuki (2025)



食の信頼問題の顕在化（イメージ）

10
神井（2016）より抜粋

KAMII, Hiroyuki (2025)



フードシステム

信 頼

協 働

KAMII, Hiroyuki (2025) 11

FCPのキーワード



フードシステム複雑化のプロセス

●

○消費、●農業生産、■食品製造、▲外食、◆関連産業（輸送、保管、包装、検査、再生利用等）

自給自足 農業生産の産業化

●

食品製造の産業化

●

■

外食の産業化

●

■▲
◆

◆

◆

◆
◆

◆

◆

◆◆
◆

◆

◆
◆

◆

◆

◆

◆

⚫消費から農業生産、食品製造、外食がアウトソーシング
され、産業化。

⚫ フードシステムは、高度化すると同時に複雑化。

12
神井（2016）より抜粋

KAMII, Hiroyuki (2025)



●

■▲
◆

◆
◆ ◆

◆

◆ ◆

◆

◆ ◆

サブシステム構築による複雑性の縮減

高度化・複雑化した
フードシステム

↓
社会的問題の発生

環節的分化 機能的文化

サブシステムの構築による複雑性の縮減

ローカルフードシステムの構築 共通の評価枠組み＝標準化・規格化

●

■▲
◆

◆◆

流
通
す
る
情
報
量
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神井（2016）より抜粋
KAMII, Hiroyuki (2025)



FCPの原点の振り返り

共通言語の開発

業種・業態をこえた
コミュニケーション活性化

「協 働」
KAMII, Hiroyuki (2025) 14



業種・業態が違うと

部署が違うと

同じ言葉でも意味が・・・

競争でなく、協働が必要な場面

KAMII, Hiroyuki (2025) 15
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⚫ 「特定の目的を達成するために、複数の主体（個人・集団）がそれ
ぞれの異なる能力や役割を相互に補完しつつ、対等の立場で継続
的に協力すること」（西尾，2004）

⚫ 「複数の組織ないしは行為者が、対等な資格で、政策的課題の解
決のために領域横断的に行う、自発的かつ透明で開かれた協力関
係ないし共同作業」（稲生，2010）

「協働」とは （一般的な定義）

※参考「協働の原則」（矢代，2020）
「…基本的に次のような項目が挙げられています。
①目的共有の原則（協働する目的を相互に共有されていること）、
②相互理解の原則（相手を理解し、違いを認め合うこと）、
③対等性の原則（双方が対等な関係であること）、
④自立性の原則（協働への参画は自立した団体であること）、
⑤情報公開の原則（協働に関する情報が公開されていること）、
⑥自己変革の原則（協働を通じて自己変革を受け入れること）
などです。」

KAMII, Hiroyuki (2025)



なぜ「協働」が求められているか

⚫ 社会問題の複雑化、高度化
• 価値観の多様化
• 国際化、技術進歩
• 関係者の増加、希薄な関係性
• 激化する変化のスピード

⚫ 今までの枠組みだけでは対応が難しい
• 全体像の把握が難しい
• 予測困難な事態が多い
• 個別の努力が全体最適につながらないことが多い

⚫ 関係者の「協働」が求められている
• 従来の枠組み、分野を超えた対応が可能になる
• 活用できる情報・知見の総動員が可能になる

17KAMII, Hiroyuki (2025)



「協働の着眼点」作成プロセス

「協働の着眼点」ができるまで

作業グループには、計70社から社員

が参加、42回の会議を開催

（観点別36回＋業種合同6回）

⚫ 食品製造、卸売、小売の業種別、

衛生管理、サプライチェーンマネジ

メント、消費者コミュニケーションの

観点別の９グループを編成

⚫ 第一線で活躍する社員延べ400名

近くが参画

⚫ 業務実態に則した積み上げの検討

作業を展開

業種 観点 開催回数 参加企業数

製造

衛生管理 5 14

サプライチェーンマネジメント 4 9

消費者コミュニケーション 5 15

卸売

衛生管理 3 4

サプライチェーンマネジメント 3 6

消費者コミュニケーション 3 5

小売

衛生管理 4 5

サプライチェーンマネジメント 4 7

消費者コミュニケーション 5 5

合計 ３６ ７０

〔平成20年度作業グループ〕

18



協働の着眼点〔業種別〕

業種別の「協働の着眼点」は、「大項目」、その下の「中項目」、さ
らにその下の「小項目」の樹形図。
策定作業では、参加者が実際の業務の具体例を棚卸し、これを
「小項目」にまとめ、これを課題毎に「中項目」にまとめ、これを取組
分野でまとめるという、積み上げの標準化作業を実施。

〔大項目〕 〔中項目〕 〔小項目〕 〔具体例〕

消費者の信頼向上に向
けて共有されるべき食品
事業者の取組の分野

食品事業者に
おける課題

食品事業者の課題
に対する対応

小項目の具体的
実践方法を例示

19



①お客様から収集した情報を集約して管理している

（２）【正確でわかりやすい情報提供】
◆

（１）【情報収集】

①お客様から情報を受け取る手段を整備し、お客様に選
択肢として提供している ●

③お客様以外から幅広く情報及び要望を収集している●

②お客様に働きかけることにより、お客様からの意見を積
極的に収集している

（３）【適時、適切なお客様対応】
②お客様からのクレームに適切に対応している

①お客様からの問い合わせに対して、正確な情報を提供
できるように対応している

①商品パッケージ及び販促資材により情報を提供してい
る●
②商品パッケージ及び販促資材以外に適切な仕組みを用
いて効果的に情報を提供している●

（２）【収集した情報の管理】

③お客様からの意見を商品及びサービスの改善につなげ
ている

１１．【お客様から
の情報の収集（※38）、
管理及び対応】
クレームを含むお客様からの情報
を収集及び管理し、適時、適切な
対応を行っている

１２．【お客様への
情報提供（※39）】
お客様に提供する食品に関する情
報を、適切な情報量かつお客様が
理解しやすく正確な内容で、お客
様が入手しやすい手段を用いて提
供している

③お客様から収集した情報を関係者において共有し、必
要な情報を関連先まで伝達している

（１）【効果的な手段による情報提供】
◆

①法令に基づく商品情報の提供をしている◆

②お客様のニーズに対応した商品情報を、わかりやすく提
供している◆

③食品の長所だけでなく、短所についても、必要に応じて
お客様に情報を提供している◆

④安全かつ適切な食品を提供するための取組に関する情
報を提供している◆

②お客様から収集した情報を分類及び分析している

協働の着眼点（業種別）製造版 ～抜粋～

Copyright (C) 2012 MAFF All Rights Reserved.



「協働の着眼点」を活用した取組

FCPでは「協働の着眼点」が、様々なビジネスシーンで活
用されるための取組を推進
「協働の着眼点」を活用した意欲的な取組が、適正に評価さ
れ、その結果がフィードバックされる機会を増大

協働の着眼点
持続的に改善

取引先との情報収集・
発信の効率化

第三者視点の活用に
よる企業力強化

自社の取組の充実

消費者コミュニ
ケーションの充実

21



ＦＣＰで開発されて来たツールの例

FCPで過去に開発されたコミュニケーション・ツールの主な例。

◆「協働の着眼点」
✓ 食品と食品事業者に対する信頼を高めるための食品事業者の行動のポイントを
体系的にまとめ，業種・業態を超えたFCPの共通言語として開発。

◆「FCP共通工場監査項目」
✓ 工場、加工場の取組に対するチェック（監査），関係者のコミュニケーションを
効率的に行うために開発。

◆「FCPダイアログ・システム」
✓ 消費者との双方向のコミュニケーションを効果的に行うための手引きとして開発。

◆「FCP展示会・商談会シート」
✓ 主に展示会・商談会の場において、商品と取組について効果的に伝えるために
開発。

22KAMII, Hiroyuki (2025)
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自分が企画する取組に

「協働」を組み込んでも

組み込まなくても

どちらでも良いなら

私は前者を選びます。

なぜなら…
KAMII, Hiroyuki (2025)
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⚫ 取組の支持者が増えて、目的を実現しやすくなる

⚫ 自分の想像を超えた提案が出てきて、取組の展開がイノベイ
ティブになる

⚫ 自分だけでは調達できなかった経営資源が手に入って取組がス
ケールアップできる

⚫ 取組実行のプロセスを通じて、新たなコミュニティができ、次の課
題を解決しようとするとき、ソーシャル・キャピタルとして有効に機
能する

⚫ 立場の異なる者同士のコミュニケーションが化学反応を起こす様
子が、単に見ていて面白い

⚫ やらされ仕事で済ましていると出会うことのできない人たちと出会
うことができ、自分のネットワークとして財産になる

⚫ 取組実行を通じて、自分の成長を実感できる

なぜなら「その方が面白くなりそうだから」

KAMII, Hiroyuki (2025)



⚫ イノベーションは演繹的な経済学モデルからは出てこない。とにかく、
はじめに思いありきである。 物語でしか語れないし、行動指針がな
ければ実践されない。日々、お互いに対話をしながら、徹底的にや
り合う知的コンバットから本質が見えてくるのではないだろうか。

⚫ 変化し混沌する状況の中で先行きはまったく見えない。しかし、目
の前の他者に共感し、共に悩み苦しみぬいて自分たちの生き方を
見出すことから物語が生まれ、新しい価値がもたらされ、社会を
豊かにする。ヒト、モノ、環境すべてに「いま・ここ」で直接向き合う
共感を基盤に、目指すべき共通善と目の前の現実の相互作用の
中で連携を高め、すばやく決断を下しながらやり抜こう!一歩ずつ未
来創造に向かって共に歩もうではないか。

「新たなソーシャルイノベーション」野中郁次郎

『共感が未来をつくる』野中郁次郎（2021）より抜粋

KAMII, Hiroyuki (2025) 25



そなたが鍛錬し培い、
身につけたものはそなたのもの。
一生の宝となるもの。

されどその宝は、
分かち与えるほどに、
輝きが増すものと心得よ。

伴 虚無蔵
NHK「カムカムエヴリバディ」

26KAMII, Hiroyuki (2025)



結局僕はそんな事を何度も繰り返し
最後には何も見つけられないまま
ここまで来た道を振り返ってみたら

僕のあげたもので
たくさんの人が幸せそうに笑っていて

それを見た時の気持ちが
僕の探していたものだとわかった

今までで一番素敵なものを
僕はとうとう拾う事が出来た

槇原 敬之
「僕が一番欲しかったもの」

27KAMII, Hiroyuki (2025)



ご清聴ありがとうございました

KAMII, Hiroyuki (2025) 28



http://www.maf f.go.jp/j/shokusan/fcp/index.html

ＦＣＰ成果物と令和７年度若手フォーラム
～協働の着眼点と「ベーシック１６」～

令和 ７年 ６月３日

大澤 幸弘
ＦＣＰ（フード •コニュニケーション•プロジェクト）アドバイザー

ライフフーズ株式会社 品質保証センター長

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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フード・コミュニケーション・プロジェクト
（ＦＣＰ）発足の経緯

[1]

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.



http://www.maf f.go.jp/j/shokusan/fcp/index.html

平成19～20年の主な食品事件・事故

時期 概 要 関係法令 備考

Ｈ19年1月 • 消費期限切れ原料（牛乳）を使用してシュークリームを製造、細菌数基準を超えた製品を出荷 食品衛生法

6月 • 食肉加工製品の虚偽表示の他、他商品での意図的な異種製品の混入、賞味期限の改ざん等

• 上記の行為を不正と認識した上で、社長もしくは幹部社員の指示により常態的に実施
不正競争防止法他

破産

8月 • 菓子製品の賞味期限改ざん、自主検査で製品から大腸菌群等が検出されたが公表せず回収 ＪＡＳ法他

10月 • 和菓子製品の解凍・再包装、製造年月日及び消費期限表示の改ざん、原材料の不適正表示

• 店頭売れ残り返品の原材料を新たに同一製品に再利用・関連会社に販売

ＪＡＳ法

食品衛生法

10月 • 商品の原材料を産地偽装して販売 不正競争防止法他 破産

11月 • 製品の消費期限等の改ざん、食肉原材料の原産地の偽装、調理食品の再利用 不正競争防止法他 廃業

Ｈ20年6月 • 販売先から返品された手延素麵を包装し直し、新たな賞味期限を表示して再出荷・販売 ＪＡＳ法

7月 • 台湾から輸入したマンゴーを沖縄県産として販売 不正競争防止法他

7月 • 中国から輸入したトラフグやアンコウを国内産として販売 不正競争防止法他 廃業

7月 • 基準に満たない等級の牛肉をブランド和牛の「飛騨牛」と不正に表示して販売 不正競争防止法他

7月 • 鰻蒲焼の産地偽装、偽装するため製造や販売実績のない架空会社を経由し販売

• 事実と異なる不適正な表示がされたものを認識していながら販売
不正競争防止法他

8月 • 輸入原材料を使用したリンゴ果汁製品を青森県内産として販売、食品添加物の表示違反 不正競争防止法他

8月 • 自社の養鰻場で鰻を養殖し、自社の加工工場で蒲焼を製造したように偽装 不正競争防止法他 解散

9月 • 事故米を食用米として販売、偽装するため実態のない架空会社を経由し販売 不正競争防止法他 破産

12月 • 中国から輸入したタケノコ水煮に国産を混ぜて袋詰めし、「熊本県産」「鹿児島県産」に偽装

• 一部商品では罐詰メーカー社員の写真を使い、「農家の皆さん」と生産者のように表示
不正競争防止法

[1]
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フード・コミュニケーション・プロジェクトの推進

相次ぐ事件、事故等による
消費者からの信頼の低下

フードチェーンの複雑化と
コミュニケーション・コストの増大

食品事業者の意欲的な取組の活性化を通じた

消費者の食に対する信頼向上が必要

ＦＣＰ立ち上げの背景[1]

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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フード・コミュニケーション・プロジェクト
（ＦＣＰ）の基本ツール
～協働の着眼点～

[２]
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ＦＣＰの目標を達成するための取組

取組の効果

• 業界全体の企業力アップ
• フードチェーン内及び消費者へ提供する情報の

量、質の向上
• 食品事業者間のコミュニケーションの活発化

FCPの目標を達成するため、原料調達から、製造、保管・

輸送、販売に至るまでのフードチェーンの各段階における食品事

業者の活動を「見える化」し、食品事業者間や 消費者まで
伝える取組が必要と考えた。

[2]
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ＦＣＰツールのベース作り[2]

協働の着眼点

（樹形図）

ベーシック１６

「見える化」でコミュニケーションを図り、
信頼を醸成するため・・・ベース作り

共通のキｰワード 基本ツール

協 働

共通言語

気付き 等

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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ＦＣＰ「協働の着眼点」[2]

FCPの活動基盤「共通言語」～基本の１６項目～

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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業種別の「協働の着眼点」は、「大項目」、その下の「中項目」、さらにそ
の下の「小項目」の樹形図。
策定作業では、参加者が実際の業務の具体例を棚卸し、これを「小項
目」にまとめ、これを課題毎に「中項目」にまとめ、これを取組分野でまと
めるという、積み上げの標準化作業を実施。

〔大項目〕 〔中項目〕 〔小項目〕 〔具体例〕

消費者の信頼向上に向け
て共有されるべき食品事
業者の取組の分野

食品事業者に
おける課題

食品事業者の課題
に対する対応

小項目の具体的
実践方法を例示

協働の着眼点の構成[2]
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協働の着眼点の項目例（［業種別］製造版～抜粋）[2]

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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「協働の着眼点」によりフードチェーン
全体の透明性向上へ

１．共通言語の確立による食品事業者の行動の「見える化」

２．企業間コミュニケーションの円滑化・効率化

３．個別企業による「消費者の信頼向上」への取組の促進

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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フード・コミュニケーション・プロジェクト
（ＦＣＰ）活動とツール
～「ベーシック１６」～

[3]
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これまでのＦＣＰ活動

13

[3]

年度 勉強会・研究会・会議 参加企業／団体数 地域ブランチ開催県 年度 勉強会・研究会・会議 参加企業／団体数 地域ブランチ開催県

企業行動の情報発信研究会 ツールの活用を考える研究会

アセスメント研究会 標準・制度に関する勉強会

地域活性化研究会 若手フォーラム

企業行動の情報発信研究会 つながる会議（全2回開催）

アセスメント研究会の効率化研究会 食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会

地域活性化研究会 若手フォーラム

FCP普及・戦略研究会 標準・制度に関する勉強会

アセスメント研究会 つながる会議～企業力アップ基礎セミナー～

「消費者との対話のあり方」研究会 食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会

工場監査項目・共有化研究会 若手フォーラム

商品情報の効率的なやりとり研究会 食品安全専門人材育成研究会

FCPホームページのリニューアル

食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会

FCP普及・戦略研究会 若手フォーラム

アセスメント研究会 拡大若手フォーラム

「消費者との対話のあり方」研究会 食品安全専門人材育成研究会

工場監査項目・共有化研究会 食品製造業における働き方改革研究会

商品情報の効率的なやりとり研究会 都道府県意見交換会（地域ブランチ）

令和2年度 新型コロナウイルス感染症に係る意見交換会

食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会

FCP普及・戦略研究会 若手フォーラム

「食の信頼」標準化研究会 FCPホームページ　こどもページの作成

FCP企業力アップ研究会 食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会

消費者対話の活性化研究会 若手フォーラム

品質監査に関する研究会 拡大若手フォーラム

商品情報の効率的なやりとり研究会 FCPホームページ　こどもページの作成

「FCP展示会・商談会シート」の普及に向けた勉強会 食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会

消費者普及システム研究会 若手フォーラム

品質監査に関する研究会 拡大若手フォーラム

輸出版FCP展示会・商談会シート研究会 FCPホームページ　こどもページの作成

農場と食品事業者をつなぐ研究会 食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会

つながる会議（全2回開催） 若手フォーラム

企業力アップ研究会 FCP展示会・商談会シートの活用に関する研究会

国際標準に関する研究会 FCP食品安全文化の可視化に関する研究会

つながる会議（全3回開催） FCPホームページ　子供ページの作成

消費者対応勉強会

工場監査実証研究会

国際標準に関する勉強会

植物工場勉強会

つながる会議（全2回開催）

徳島県

令和6年度 1,475

29年度

26年度 1,708

1,816

1,879

1,931

28年度

27年度

令和5年度 2,071

青森県

2,071令和4年度

2,015

2,032

23年度 1,244

栃木県

鳥取県

滋賀県

山梨県

1,632

1,991

31年度

（令和元

年度）

令和3年度

30年度

20年度

21年度

24年度

25年度

岩手県

三重県

愛媛県

和歌山県

埼玉県

岡山県

群馬県

福井県

208

527

1,452

企業力向上の場としてのマッチング・商談会の活用に

関する研究会

22年度 939 大分県

企業力向上の場としてのマッチング・商談会の活用に

関する研究会

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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企業・商品の「見える化」のためのＦＣＰツール[3]
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1 8

ＦＣＰ「ベーシック１６」

①自らの振り返りができ、
次の取組を考えることができます。

②取引先に自社の取組を
示すことができます。

③消費者との信頼を築くために
必要な項目を確認できます。

協働の着眼点を、まず使ってみる

「ベーシック１６」

ベ ー シ ッ ク １ ６ を 記 入 す る と

[3]
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「ベーシック１6]記入用紙

16

[3]
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自分で書いてみる・・・・うまく書けないところ、書けるところ

相手に説明してみる・・うまく説明できないところ、出来るところ

・・・・商品の事、自分の会社の事

もっと自分事を説明したいところ、もっと書きたいところ

もっと相手が知りたい事、確認したい事

⇒わかる言葉とは、わかる項目とは、・・・・共通言語
・・・時代が変われば、知りたい事も変わる、伝える手段も変わる？

各種成果物 共通の事

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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最後に・・・

この後から、「若手フォーラム」が始
まります。話し合いましょう。

・食品へのかかわり方の違い：

生産業・製造業・物流業・卸業・販売業・飲食業・検査・監査・・・・・等

・部署での違い：

営業・仕入・製造・生産管理・品質管理・品質保証・総務・・・・・・・・等

2 7

意見が違う、意見が多様

「 気 づ き 」 があ り ます 。

「 見 え る 」 事 もあ り ます 。
Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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若手フォーラム 成果報告会 チーム発表紹介
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令和7年FCP若手フォーラムについて

1

総合ファシリテーター
山下安信

株式会社 フードサニテーション78

～食の安全・信頼向上の観点から企業行動を考える～
フード・コミュニケーション・プロジェクト（FCP）

令和７年 ６月３日 

令和７年第1回若手フォーラム
 14:10～14:30（20 分）
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令和7年FCP若手フォーラムについて

2

1. FCP若手フォーラムの趣旨と目的
2. ファシリテーターの紹介
3. ワークショップを楽しみ、より有効に活用するコツ
4. FCP若手フォーラム 成果物について
（１）チーム成果物
（２）個人目標

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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FCP若手フォーラムの趣旨と目的

3

【趣旨】
 食品関連事業に携わる若手・中堅社員・職員を対象に、食の安全や消費者の信頼

向上に関する知識やスキルを習得し、将来の業界や関係組織のリーダーの成長を支援
する研修プログラムをめざす

 ご参加のみなさんに食品産業におけるさまざまな課題や取り組みを学び、実践的なスキ
ルを身につける機会を提供する

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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FCP若手フォーラムの趣旨と目的

4

【目的】
 食品業界の次世代を担う人材を育成する
 食の安全・消費者の信頼向上への取り組みを継承する
 多様な業種・部署の参加者によるネットワークを構築する

【参加対象者】
若手・中堅社員（職員）
業種・職種に限定なし
令和7年は品質管理、検査、製造、物流、製品開発、研究、マーケティング、行政等、幅広く参加

参加者は年間を通して同一人物で、原則、毎回出席
全チームにファシリテーター（FCP経験者）が加わり、助言する

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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FCP若手フォーラムの趣旨と目的

5

【スケジュール・会場※】
講演とワークショップ（4回）

第1回  6月3日（火）13時~17時 三田共用会議所 東京都港区三田2-1-8
第2回  7月15日（火）13時~17時 ニップン本社 東京都千代田区麹町4-8
第3回  9月（予定）
第4回 11月ごろ（予定）

まとめ（チーム発表）の準備のみ（2回）
第5回 12月 ごろ(予定）
第6回 1月ごろ（予定）

活動報告会（チーム発表） 2月 (予定）

会場
東京・霞が関 農林水産省（省内会議室または周辺会議室）

※スケジュール・会場は事情により変更になる場合があります

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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FCP若手フォーラムの趣旨と目的

6

【ワークショップの進行】

事前

当日

1.チームで次回のリーダー・サブリーダーを決めます
2.次回のテーマをもとに事前課題を出題します
リーダー・サブリーダーに締め切りまでに提出しましょう

3.リーダー・サブリーダーはまとめてチーム内で共有し、事務局に
提出してください

1.チームでリーダー・サブリーダーを中心に事前課題のテンプレートに
従って、全員で協力して体験や意見を述べ合い、共有していきます
＜経験豊富なファシリテーターのサポートもあります！＞

2.意見を模造紙/付箋紙などに記録していきます
3.最後にチームで話し合った内容を発表しましょう

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.



h t t p : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / s h o k u s a n / f c p / i n d e x . h t m l

FCP若手フォーラムの趣旨と目的

7

【ワークショップを通して体験していただきたいこと】

食品産業の中のさまざまな取り組みや仕組みに触れて理解する
グループワークに参加して意見を述べる
 グループワークをリードして進行する
 自社の紹介・仕事を紹介する
 さまざまな意見から行動計画にまとめる
 自社・組織に学んだことを伝える、仕事に役立てる

⇒フォーラムに参加するにあたり、学びたいことや身につけたいスキル、
目標等を明確にして参加することで、身につけたいスキル※のための
体験が可能になります

※スキル：自らの努力で獲得する技能や能力をいう
Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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ファシリテーターの紹介

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved. 8

総合ファシリテーター

株式会社フードサニテーション７８

 山下 安信 氏
（やました やすのぶ）

ファシリテーター

安全衛生サポート

 渡辺 敏雄 氏
（わたなべ としお）

ファシリテーター

ハウス食品グループ本社株式会社

 折井 真人 氏
（おりい まひと）

ファシリテーター

ネオジェンジャパン株式会社

 堀 景太 氏
（ほり けいた）

アドバイザー

日本大学大学院

 神井 弘之 氏
（かみい ひろゆき）

ファシリテーター

株式会社ローソン

 三森 伸二郎 氏
（みつもり しんじろう）

ファシリテーター

国分グループ本社株式会社

 瀬川 恵寛 氏
（せがわ ともしげ）

ファシリテーター

株式会社Mizkan Partners

 篠田 太郎 氏
（しのだ たろう）

ファシリテーター

ライフフーズ株式会社

 大澤 幸弘 氏
（おおさわ ゆきひろ）

ファシリテーター

株式会社ニップン

 丹野 美和 氏
（たんの みわ）

ファシリテーター

株式会社シジシージャパン

 岩井 弘光 氏
（いわい ひろみつ）

サブ・ファシリテーター

兼松食品株式会社

 秋山 誠一郎 氏
（あきやま せいいちろう）

サブ・ファシリテーター

三菱食品株式会社

 石田 悠二朗 氏
（いしだ ゆうじろう）

サブ・ファシリテーター

株式会社生活品質科学研究所

 井口 花音 氏
（いぐち かのん）

アドバイザー

株式会社アンデルセン・パン
生活文化研究所

 大西 由美 氏
（おおにし ゆみ）
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ワークショップを楽しみ、より有効に活用するコツ

1. FCP（産官学協働のプラットフォーム）の取り組みを理解する
2. 若手フォーラムの魅力(規模）を体感し、みなさんの新しいネットワークをつくる
3. 参加メンバーとの意見交換を通して、考え方や視野を広げる
4. ワークショップを通して、個人目標を設定し、スキルアップにチャレンジする

【ぜひ、みなさんにチャレンジして欲しいこと】

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved. 9
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ワークショップを楽しみ、より有効に活用するコツ

Q１．ワークショップにはどのように参加すればいいのか
Q２．ルーチンの仕事とどう両立させればいいのか
Q３．自分のキャリアアップにどう役立てればいいのか
Q４．上司にお願いしたい参加者（部下）のサポートとは

【よくいただく質問】

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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11

Q１．ワークショップにどのように参加すればいいのか

事前準備
事前課題にはご自分の生活、組織とその周囲、必要に応じて

関係者の話やネットで調べて、テンプレートに書き込みます
チームで決めたその回のリーダー・サブリーダーに、メールで提出

します
チームメンバーのまとめがメールで届いたら、時間があるときに

目を通しましょう

若手フォーラムでご自分の視野とネットワークを広げましょう。
主体的に参加することで、ご自身が求めているスキル（技能や能力）を伸ばし、 
磨いていくための機会として有効に活用できます

例1.食の安全・安心に
関わるリスクの関心事
を５つあげてみましょう

事前課題シート

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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Ｑ１．フォーラムにどのように参加すればいいのか

当日
チームの中で、全員が意見を述べて、話し合いましょう
意見は、チームごとに1.チームでリーダー・サブリーダーを中心に、 会場のテーブルに

ある模造紙/付箋紙などに記録していきます最後に代表から、チームで話し合った
内容を発表していただきます

後日
機会をみつけて、職場や友人にも話題を提供してみましょう
（視野が広がり、新しいアイデアが生まれるかもしれません）

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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Ｑ１．フォーラムにどのように参加すればいいのか

ワークショップを活用するポイント（FCP経験者の例）
1.グループメンバーを把握する（仲間を知る）
2.ワークショップのテーマを理解する（事前に情報を整理しておく）
3.事前課題に取り組む（戦略を練り、戦術を具体化する）
4.ワークショップのメンバーと交流する（視野を広げる）
5.協働の機会点を探し行動を考える（スキルをみがく）

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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Ｑ２．ルーチンの仕事とどう両立させればいいのか

ルーチンのお仕事を最優先させてください。そして、自分で時間を作り、
事前課題に取り組み、フォーラムに参加することがとても重要です。

 みなさんは毎日、いくつも仕事をこなしていらっしゃると思います。役職に応じて、
関係者や関係先と一緒に取り組むタスクフォースやプロジェクトチームに参加する
機会も増えます。ルーチンの仕事とは、別に取組む仕事も生まれます。

 緊急事案や優先課題が発生した場合には、仕事全体を見渡して緊急性や重要
性からバランスをとって取り組むことが要求されます。

 若手フォーラムは、将来、みなさんにとって重要な経験になります。できる限り積極
的に参加いただき、仕事に多様に対処する経験に是非チャレンジしてください。

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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Ｑ３．自分のキャリアアップにどう役立てればいいのか

キャリアアップとは、「より高い能力を身につけて、経歴を高めること」を
いいます。次代を担う若手スタッフのみなさんが１つ１つご自分の努力
で経験を積む中で、スキル（技能や能力）を高め、磨いていくことで
キャリアアップが達成されます。またそれは組織の成長と社会の進化に
つながります。

 FCP若手フォーラムでは、みなさんに是非、チャレンジしたい目標とスキルを設定し
ていただき、6回のワークショップと活動報告会（チーム成果物）、そして個人
目標（個人成果物）を通してチャレンジしてみてください。経験豊富なファシリ
テーターがみなさんをお迎えし、キャリアアップを応援します。

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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16

Q４．上司にお願いしたい参加者（部下）のサポートとは

満足
61%

やや満足
31%

普通
8%

満足
やや満足
普通
やや不満足
不満足

若手フォーラムへの満足度
（ご参加いただいた企業・団体（上司）への
アンケート調査より 令和4年若手フォーラム）

FCP若手フォーラムは、参加者のみなさんに個人目標を設定いただき、もし可能ならば
上司や職場の方々と共有し、フィードバックを受けることで、1年間の成長の「見える化」
に取り組んでいます。

 ご参加の企業・団体（上司）へのアンケート調査では、9割以上の方から「満足」
「やや満足」の評価をいただいています。

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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Q４．上司にお願いしたい参加者（部下）のサポートとは

 FCPでは協働の着眼点のキーワードとして、「情報収集」「自社取組の点検」「第三者
視点の活用」「消費者コミュニケーション」があります。若手フォーラムへの参加を機会に、
FCPとそのツールを見てみましょう。

自社の取組の点検・
見直し・充実

消費者コミュニ
ケーションの充実

取引先・関係先との
情報収集・
発信の効率化

第三者視点の活用に
よる組織力強化

協働の着眼点

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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Q４．上司にお願いしたい参加者（部下）のサポートとは

スキル（能力） 内容（例）

専門性と汎用性 職務の分野を深い知識と経験で精通する能力とさまざまな方面で
対応できる知識と経験をもって総合職や管理職に役立てる能力

コミュニケーション
能力

相手の立場で考え、スムーズに意思疎通できる能力
どのような立場の相手ともコミュニケーションを取って信頼関係を築き、
仕事に対する価値観や方向性を近づけていく能力

 また、若手フォーラムが提案するチャレンジの１つに、リーダーシップが
あります。そこには一般的な次のスキル（能力）が要求されています

リーダーシップに要求されるスキル（能力）

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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Q４．上司にお願いしたい参加者（部下）のサポートとは

スキル（能力） 内容（例）

傾聴力 異なる意見を持つ相手との会話を進めお互いを理解していく能力

交渉力 お互いが納得する結果が出せるような話し合い、互いが納得できるゴール
まで導くことができる能力

問題解決能力 実務で起きた問題を解決する責任能力で、社会や組織の仕組みを深く理
解し失敗や反省を重ねる経験が重要になる

リーダーシップに要求されるスキル（能力）

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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Q４．上司にお願いしたい参加者（部下）のサポートとは

スキル（能力） 内容（例）

主体性 自ら重要な決断を下し、設定した目標を達成する能力で、必要な下調べや
チーム編成、プラン策定などに自発的に取り組むことで解決できる

誠実さ・信頼性
仕事上の付き合いや決断で常に誠実さをもって行動を、期限を厳守した
スケジュール管理、謙虚な姿勢で自らの責任を認めることができる能力で
実行できる

 もし可能ならば上司や職場の方々からは参加者（部下）には若手フォーラムで身につけた
スキルを仕事の中で活用していく努力を評価いただき、またみなさまのご経験からのアドバイスを
お願いします。

リーダーシップに要求されるスキル（能力）

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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FCP若手フォーラム 成果物について

21

FCP若手フォーラム 最終成果物は２つ

●チーム成果物（第５回～活動報告会までに資料を作成）
フォーラム内で学んだことを踏まえチームでテーマを決め、活動報告会で発表します
※詳しくはワークショップの中でご説明します

●個人成果物
①目標設定（第1回事後課題）

フォーラムで学びたいこと、自身の目標等を決め、参加しましょう

②振り返り（活動報告会事後課題）
フォーラム全体を振り返り、目標に対する評価や仕事に活用すること、
今後のビジョン等をまとめましょう

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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◇個人成果物の取り扱い
①目標設定を 第１回フォーラム開催後に
②振り返りを 全回終了後に作成し、FCP事務局にご提出いただきます

個人成果物は、活動報告会での発表等、一切公表はいたしません
（フォーラムの企画や運営の参考にさせていただきます）

◇記入内容
①目標設定（第１回事後課題）

・チームの年間目標（是非、チームで取り組みたい目標）
・個人の年間目標（若手フォーラムで学びたいこと、身につけたいスキル等）
・ワークショプに取り組むにあたってのプラン
・若手フォーラムでの学びと経験のフィードバック

22

FCP若手フォーラム 個人成果物

Copyright (C) 2023 MAFF All Rights Reserved.
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チーム名 氏名
◆若手フォーラム・チームの年間目標について

①目標 ②振り返り

令和7年度 FCP若手フォーラム 個人成果物①

◆若手フォーラムの個人の年間目標について
①目標 ②振り返り

◆若手フォーラム・ワークショップにどのように取り組んでいきますか
①目標 ②振り返り

◆若手フォーラムの学びをどのように職場にフィードバックしていきますか
①目標 ②振り返り

目標設定
1. 若手フォーラム・チームの年間目標について
2. 若手フォーラムの個人の年間目標について
3. 若手フォーラム・ワークショプにどのように取り組んでいきますか
4. 若手フォーラムの学びや経験をどのように職場にフィードバックしていきますか

個人目標（1枚目） 提出期限 6月27日（金）
提出先 FCP事務局

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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チーム名 氏名
◆若手フォーラム・チームの年間目標について

①目標 ②振り返り

令和７年度 FCP若手フォーラム 個人成果物①

◆若手フォーラムの個人の年間目標について
①目標 ②振り返り

◆若手フォーラム・ワークショップにどのように取り組んでいきますか
①目標 ②振り返り

◆若手フォーラムの学びや経験をどのように職場にフィードバックしていきますか
①目標 ②振り返り

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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◇記入内容
②振り返り（活動報告会の事後課題）

・①で立てた目標に対する評価（５段階評価、頑張った点・苦労した点）

・若手フォーラムで学んだことを自身の業務にどう活かすか
・今後頑張りたいことは何か、（課題、目標、キャリア等）

25

FCP若手フォーラム 個人成果物

若手フォーラムに参加するにあたり、明確な目標を持って参加し、フォーラム後にはしっかりと
振り返りを行うことで自身の成長につながります(*‘∀‘)
自社で業務報告や成果報告をする際にもお使いください！

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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スキル 自己評価 頑張った点/苦労した点

FCP活動と取組みを理解する

グループワークで意見を述べる

グループワークをリードする

自社の仕事を説明する

さまざまな意見からとりまとめる

自社に学んだことを伝える

26

１ ２ ３ ４ ５

令和7年度 FCP若手フォーラム 個人成果物②
◇１年間を振り返り、会得できたと思うスキル、当初の目標に対しての成果等を確認しましょう

１ ２ ３ ４ ５

１ ２ ３ ４ ５

１ ２ ３ ４ ５

１ ２ ３ ４ ５

１ ２ ３ ４ ５

◆若手フォーラムでの経験を踏まえこれからチャレンジしたいと思うこと（課題、今後の目標・キャリアプラン等）

自己評価は１~５の５段階で評価してください
※５:身についた ４:やや身についた ３:どちらともいえない 
２:あまり身につかなかった １:身につかなかった

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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ワークショップ１（チーム内交流）

27

総合ファシリテーター
山下安信

株式会社 フードサニテーション78

～食の安全・信頼向上の観点から企業行動を考える～
フード・コミュニケーション・プロジェクト（FCP）

令和 7年６月３日 

14:40～15:55（ 75 分） 
令和7年第1回若手フォーラム

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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第1回FCP 若手フォーラム

【目的】
1. FCP（産官学協働のプラットフォーム）の取り組みを知る
2.参加メンバー全員と交流し、若手フォーラムの魅力（スケールの大きさ）を体感する
3.参加メンバーとの意見交流の手順を体験する

テーマ：「食」への信頼を創る

【進行】
ワークショップ１（チーム内交流）
 ワークショップ
 チーム発表  

第２回若手フォーラムについて
ワークショップ２（チーム間交流)
 名刺交換会

14:40～15:55（ 75分） 
14:40～15:25 
15:25～15:55
15:55～16:05（ 10分）
16:05～16:55（ 50分）

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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第1回FCP 若手フォーラム

チームごとの交流
自己紹介（1人1分程度）：10分

 参加のきっかけ
 FCPで興味をもったこと
 FCPで話し合いたいこと
 社内／取引相手先／消費者とのやりとりで困ったこと
 こうあったらいいなと思うこと
 最近面白いと感じていること
 今、やり方を模索していること など

自由に意見交換 ：30分

※発表者、第2回目のリーダー・サブリーダーを決定しておく
付箋紙に書いて模造紙に適宜貼り付けていく

こうあったらいいな

自分の意見を人に
うまく話せるように
なりたい・・

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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第1回FCP 若手フォーラム

チーム発表 ：各チーム3分

チームで出た意見・考えを全体に共有する

チームごとの交流

発表は模造紙を有効に活用する

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.



第2回若手フォーラム
事前課題

31

総合ファシリテーター
山下安信

株式会社 フードサニテーション78

～食の安全・信頼向上の観点から企業行動を考える～
フード・コミュニケーション・プロジェクト（FCP）

令和7年第1回若手フォーラム
15:55～16:05（ 10分） 

第2回若手フォーラム：令和 7年 7月15日

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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第2回若手フォーラム 事前課題

32

テーマ：食の安全・安心について考える
《食の安全・安心に関わるリスクアナリシス活動について》

ワークショップのねらい：
 食品業界における食品安全や品質保証に関わる仕組みとその背景を理解する
 参加者の所属先や職務から、その仕組みとの関わりと、自分の考えや意見を話し合う
 参加者が直接/間接的に関わるフードチェーンの中で、どのように協力しまたは支援することで、

消費者に対する食の安全が確保できるのかを話し合う

講演1 食の安全はリスクを正しく理解することから 食の安全と安心を科学する会（SFSS）
理事長 DVM, Ph.D. 山崎 毅 先生

講演2 ニップンの取り組みについて（仮） ㈱ニップン 品質保証部 齋藤 浩二 部長

第2回若手フォーラム（7月15日）

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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第2回若手フォーラム 事前課題

33

食品安全のリスクアナリシス（リスク分析）

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.

 食品のリスクを科学的に評価し、適切な管理措置を講じるための一連のプロセス
 食品衛生・安全管理において国際的にも広く採用されている枠組み

リスク評価
• 危害の特定
• 危害の特性解明
• 暴露査定
• 危険性の特性解明

リスク管理
• 危険性の評価
• 管理措置の査定
• 管理措置の実行
• 監視と見直し

リスクコミュニケーション
• 情報提供
• 意見の交換

リスクアナリシスの原則とガイドライン
（Codex 1997年）
食品安全基本法
（2003/平成15年5月23日
法律第48号）
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第2回若手フォーラム 事前課題

34

食品安全のリスクアナリシス（リスク分析）

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.

リスク分析 リスク管理 リスクコミュニケーション

国
農薬の安全性を科学的根
拠に基づいて評価する

リスク評価に基づき、農薬の使
用や流通に関するルールを設
定・運用する

農薬の安全性や規制内容につい
て、消費者・生産者・業界・行政・
専門家間で情報を共有する

企業
自社の製品や工程に存在
しうる病原微生物の危険性
とリスクの大きさを評価する

リスク評価に基づいて、微生物
リスクを低減・排除するための
管理措置を講じる

従業員・取引先・消費者と微生
物リスクに関する情報を共有・対
話する

個人
個人レベルでの健康食品の
リスクや自分にとっての影響
を見極める

リスクを評価したうえで、健康
食品を安全に使用するための
判断と行動を行う

自分だけで判断せず、家族・医療
従事者・友人などと情報を共有し、
客観的な意見を得る

AIで検索・加筆
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食の安全・安心について考える

食の安全・安心に関わるリスクアナリシス活動について考えてみましょう

記入者：チーム

ワークショップ用
事前課題

1.食の安全・安心に関わるリスクの関心事を５つあげてみましょう

35

2.1.の関心事から１つ、「自社/組織」または「他社」の取り組みで（A)リスク評価、（B)リスク
管理、（C)リスクコミュニケーションについて具体例をあげてみましょう

3.2.の 「自社/組織」または「他社」のリスクアナリシス活動から、「強み」と「機会点」について分
析してみましょう

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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大里 綱与X チーム

1.食の安全・安心に関わるリスクの関心事を５つあげてみましょう
   病原微生物、食品添加物、残留農薬、放射性物質、PFAS
2.1.の関心事から１つ、「自社/組織」または「他社」の取り組みで（A)リスク評価、（B)リスク管理、
（C)リスクコミュニケーション、(D)その他 について具体例をあげてみましょう
他社 病原微生物

(A) リスク評価：「冷凍塩麹唐揚げ」の鶏肉（原材料）由来の病原微生物（危害要因物質）を
管理できる条件を決めている

（B）リスク管理：製造工程の中で加熱・殺菌条件を維持（管理）する
（C）リスクコミュニケーション：製造の作業員に作業手順をトレーニングする、食品表示や商品情報
                              の中で、消費者（お客様）に使用方法（解凍後加熱調理すること）を伝える
（Ｄ）その他：    リスク管理の変更に合わせて、HACCP計画（衛生管理計画）を更新する
3.2.の 「自社/組織」または「他社」のリスクアナリシス活動から、「強み」と「機会点」について分析してみ
ましょう   他社 病原微生物
「強み」：製品ごとの「リスク」と品質の高い「原材料」を意識することで、品質を向上することができる
「機会点」：原材料の調達事情が変化する中で、鶏肉（原材料）の規格の変更に対応していく

記入例
食の安全・安心について考えるワークショップ用

事前課題

食の安全・安心に関わるリスクアナリシス活動について考えてみましょう

記入者：

36Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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1.食の安全・安心に関わるリスクの関心事を５つあげてみましょう
食物アレルギー、賞味期限／消費期限、原料原産地表示、残留農薬、PFAS
2.1.の関心事から１つ、「自社/組織」または「他社」の取り組みで（A)リスク評価、（B)リスク管理、
（C)リスクコミュニケーション、(D)その他 について具体例をあげてみましょう
自社 残留農薬
(A) リスク評価：原料農作物の栽培時に使用した農薬と、そのリスク評価データ（ADI、ARfDなど）を

確認。原材料規格に残留農薬基準を組み込む。
（B）リスク管理：年に1回の原材料受け入れ時モニタリング調査（残留農薬分析）を実施する
（C）リスクコミュニケーション：消費者（お客様）のお問い合わせに対して、リスク評価・リスク管理の状況

やデータについて誠実に回答し、心配無用であることをお伝えする。
（Ｄ）その他：農薬の使用状況が変更するたびに、リスコミ内容を更新する
3.2.の 「自社/組織」または「他社」のリスクアナリシス活動から、「強み」と「機会点」について分析してみま
しょう 自社 残留農薬
「強み」：製品ごとに残留農薬の「リスク評価」「リスク管理」「リスコミ」のフローが確立している。
「機会点」：残留農薬のモニタリング試験において基準値を超えた場合の対応が、未確立であいまい。

記入例

食の安全・安心について考えるワークショップ用
事前課題

Y チーム 山﨑 毅記入者：
食の安全・安心に関わるリスクアナリシス活動について考えてみましょう

37Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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Copyright (C) 2023 MAFF All Rights Reserved.
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食の安全・安心について考える

 食中毒から食品添加物、食物アレルギー、放射能まで一般市民の素朴な食品安全の
ギモンについて１冊で幅広くフォロー。

 解説は、食品安全の各ジャンルのトップランナー13人。最先端かつ信頼できる食のリスクの真実
がつかめます。
【最強の専門家13人】
１ 食品添加物 畝山 智香子 国立医薬品食品衛生研究所 客員研究員
２ 食品の残留農薬 原田 孝則 (一財)残留農薬研究所 理事長
３ 遺伝子組換え食品 田部井 豊 東洋大学 食環境科学部 客員教授
４ 食の放射能汚染 田内 広 茨城大学 理学部 教授
５ ノロウイルス 野田 衛 国立医薬品食品衛生研究所 客員研究員
６ カンピロバクター 中村 寛海 (地独)大阪健康安全基盤研究所 主幹研究員
７ リステリア 五十君 靜信 東京農業大学 食品安全研究センター長 教授
８ サルモネラ  大河内 美穂 キユーピー株式会社 品質保証本部食品安全科学センター次長
９ アニサキス 杉山 広 国立感染症研究所 客員研究員
10 食物アレルギー 海老澤 元宏 国立病院機構相模原病院 臨床研究センター長
11 トランス脂肪酸 後藤 直宏 東京海洋大学 海洋生命科学部学部長 教授
12 健康食品       宗林 さおり 岐阜医療科学大学 薬学部 教授
13 食品のリスクアセスメント 山本茂貴 内閣府食品安全委員会 委員長

食の安全の落とし穴: 最強の
専門家13人が解き明かす真実
小島正美、山﨑毅 著
女子栄養大学出版
1400円（税別）
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第1回若手フォーラム
ワークショップ２
（チーム間交流（名刺交換会))

～食の安全・信頼向上の観点から企業行動を考える～
フード・コミュニケーション・プロジェクト（FCP）

令和 7年 6月３日 

令和7年第1回若手フォーラム

FCP事務局

16:05～16:55（ 50分）

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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40

・ご挨拶のお時間はお一人あたり30秒です。
20秒で呼鈴を1回、30秒で2回鳴らします。
60名以上の方とお名刺交換をしますので、
時間厳守でお願いいたします。

・30秒で呼鈴が2回鳴ったら、外側のチーム
の方は時計回りに一人分ずれてください。

・1周し、9人と名刺交換が終わったら、交
換相手のチームを入れ替えます。

9

8

5
4

1

3

2

7

6

9
8

5 4

1

3

2

7

6

チーム間の交流（名刺交換）
2チームで2重の輪を作り、チーム同士で
名刺交換します

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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チーム間の交流（名刺交換）
・7チームありますので、６チームで
3つの2重の輪をつくり、
残りの１チームはチーム内での名刺
交換のお時間となります。

・4周目までは、A、B、Cのチームは
動かず（固定）、D、E、F、Gのチー
ムが移動し、名刺交換します。

・5周目・6週目はA、D、Fのチームは
動かず（固定）、B、C、E、Gのチー
ムが移動し、名刺交換します。

・7周目は左の通りです。

A B C D E F G
1（内側） 2（内側） 3（内側） 移動 移動 移動 移動

1周目 D E F A B C チーム内

2周目 E F G チーム内 A B C
3周目 F G D C チーム内 A B
4周目 G D E B C チーム内 A

A B C D E F G
1（内側） 移動 移動 2（内側） 移動 3（内側） 移動

5周目 B A チーム内 E D G F
6周目 C チーム内 A G F E D

A B C D E F G
移動 1（内側） 移動 2（内側） 3（内側） 移動 移動

7周目 交換相手 チーム内 C B F G D E

自分のチーム

交換相手

自分のチーム

交換場所

交換相手

交換場所

自分のチーム

交換場所

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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チーム内の交流（名刺交換）

２ ３ ４

９

１

８ ７ ６

５ ２ ３ ４１２ ３ ４１ ５

９ ８ ７ ６

９

５８ ７ ６

5人対4人で並びます。
正面の方と名刺交換を
します。
（⑤の方は待ち時間）

30秒で呼鈴が2回鳴っ
たら、時計回りにずれま
す。

正面の方と名刺交換を
します。
（④の方は待ち時間）

繰り返して、全員（8人）と名刺交換します。

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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名刺交換の場所

 

Ｅ
会
議
室

Ｄ
会
議
室

Ｃ
会
議
室

Ｂ
会
議
室

Ａ
会
議
室

50
c

音
響

１

２

３
チーム内
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第1回若手フォーラム ワークショップ２（チーム間交流（名刺交換会))

両手で扱う
文字が隠れないように端を持つ
折り曲げたり、汚したりしないようにする
相手の名刺は胸より上の位置で扱うように

心掛ける

ファシリテーターからのアドバイス
 あとで名刺の片隅に聞いたことをメモしておく

と思い出しやすい
特に同業の参加者とは面識をもっておくこと

（参考）名刺交換の仕方

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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【再投影】 名刺交換のチーム組
A B C D E F G

1（固定） 2（固定） 3（固定） 移動 移動 移動 移動

1周目 D E F A B C チーム内

2周目 E F G チーム内 A B C
3周目 F G D C チーム内 A B
4周目 G D E B C チーム内 A

A B C D E F G
1（固定） 移動 移動 2（固定） 移動 3（固定） 移動

5周目 B A チーム内 E D G F
6周目 C チーム内 A G F E D

A B C D E F G
移動 1（固定） 移動 2（固定） 3（固定） 移動 移動

7周目 交換相手 チーム内 C B F G D E

自分のチーム

交換場所

交換相手

場所移動

交換場所

自分のチーム

交換場所

場所移動

自分のチーム

交換相手

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.


チーム分け

		A										9

		F1		神井　弘之 カミイ ヒロユキ				日本大学大学院				A

		S1		秋山　誠一郎 アキヤマ セイイチロウ		アキヤマ　セイイチロウ		兼松食品株式会社 カネマツ ショクヒン カブシキガイシャ				A

		若8 ワカ		矢萩 哲也		ヤハギ　テツヤ		コープデリ生活協同組合連合会		品質管理部　商品検査センター		A

		若15 ワカ		草野 侑希		クサノユウキ		ハウス食品グループ本社株式会社		株式会社ハウス食品分析テクノサービス		A

		若22 ワカ		加藤 大		カトウ　ヒロキ		株式会社　旭物産		品質管理部　品質管理課		A		※

		若29 ワカ		鶴澤 智子		ツルサワ　トモコ		江崎グリコ株式会社		食品安全グループ		A

		若36 ワカ		川上 雅子		カワカミ　マサコ		日本ハム株式会社		食肉事業本部　環境品質保証室		A

		行2 ギョウ		飯塚　真由 イイヅカ マユ		イイヅカ　マユ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		食品産業政策課		A		初回休み ショカイヤス

		行4 ギョウ		佐野　里奈 サノ リナ		サノ　リナ		消費者庁 ショウヒシャチョウ		食品表示課 ショクヒン ヒョウジカ		A





		B										9

		F2		大澤　幸弘 オオサワ ユキヒロ				ライフフーズ（株） カブ				B

		S3		 井口　花音		イグチ　カノン		株式会社生活品質科学研究所				B

		若2 ワカ		渡邉 幹雄		ワタナベ ミキオ		SOMPOリスクマネジメント株式会社		クライシスマネジメントコンサルティング部		B

		若9 ワカ		高田 紗綾		タカタ　サアヤ		コープデリ生活協同組合連合会		宅配戦略商品開発室		B

		若16 ワカ		森 冬萌		モリ　トモ		ハウス食品グループ本社株式会社		研究開発本部アグリ素材開発部		B

		若23 ワカ		渡邉 裕人		ワタナベ　ユウト		株式会社　旭物産		製造3部パッケージ課		B		※

		若30 ワカ		井上 遥香		イノウエ　ハルカ		三菱食品株式会社		品質管理グループ		B

		若37 ワカ		中村 俊哉		ナカムラ　トシヤ		品川区保健所		生活衛生課食品衛生担当		B

		行3 ギョウ		宗像　小春 ムナカタ コハル		ムナカタ　コハル		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		食品製造課 ショクヒン セイゾウ カ		B





		C										9

		F3		渡辺 敏雄				食品安全サポート ショクヒンアンゼン				C

		F10		篠田　太郎 シノダ タロウ				株式会社　Mizkan Holdings				C

		若3 ワカ		秋元 大輝		アキモトダイキ		イセデリカ株式会社		品質保証課		C

		若10 ワカ		川畑 祐子		カワハタ　ユウコ		コープデリ生活協同組合連合会		宅配CXデザイン部		C

		若17 ワカ		佐々木 美佳		ササキ　ミカ		ハウス食品株式会社		品質保証部　品質保証課		C

		若24 ワカ		佐々木 卓		ササキ　タカシ		株式会社すかいらーくHD		品質管理グループ　相模原検査室		C

		若31 ワカ		奥村 英恵		オクムラ　ハナエ		鳥栖キユーピー株式会社		品質保証課		C

		若38 ワカ		坂本 楓花		サカモト　フウカ		品川区保健所		生活衛生課食品衛生担当		C

		行9 ギョウ		沖野　晶紀子 オキノ アキコ		オキノ　アキコ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		外食食文化課 ガイショク ショクブンカカ		C





		D										9

		F4		岩井　弘光 イワイ ヒロミツ				（株）シジシージャパン カブ				D

		F8		堀　景太 ホリ ケイ フトシ				ネオジェンジャパン（株） カブ				A

		若4 ワカ		宮本 佳奈		ミヤモトカナ		イセデリカ株式会社		品質管理課		D

		若11 ワカ		宮下 千昌		ミヤシタ　チアキ		テーブルマーク株式会社		食の安全管理担当		D

		若18 ワカ		大森 由紀子		オオモリ　ユキコ		ライフフーズ株式会社		ロジスティクス部		D

		若21 ワカ		長谷川 春奈		ハセガワ　ハルナ		株式会社　ニップン		食品開発部　加工食品チーム		D

		若32 ワカ		杉浦 ありさ		スギウラ アリサ		天野エンザイム株式会社		品質保証本部　品質保証部　製品保証チーム		D

		若39 ワカ		箕島 将起		ミノシマ　マサキ		有田食品株式会社		製造部　製造一課		D

		行8 ギョウ		寺田　尚生 テラダ ヒサオ		テラダ　ナオキ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		企画グループ キカク		D		初回休み ショカイヤス





		E										9

		F5		折井　真人 オリイ マヒト				ハウス食品グループ本社（株） ショクヒン ホンシャ カブ				E

		S2		石田　悠二朗 イシダ ユウ ニ ロウ		イシダ　ユウジロウ		三菱食品株式会社 ミツビシ ショクヒン カブシキガイシャ				E

		若5 ワカ		高橋 由衣		タカハシ　ユイ		株式会社ニチレイ カブシキガイシャ		品質保証部　食品安全センター		E

		若12 ワカ		小西 彩未		コニシ　アヤミ		テーブルマーク株式会社		製造部　製造管理チーム		E

		若19 ワカ		松本 千晶		マツモト　チアキ		伊藤ハム米久プラント株式会社 カブシキガイシャ		取手工場　品質管理課		E

		若25 ワカ		宮澤 愛		ミヤザワ　マナ		株式会社すかいらーくHD		品質管理グループ　西宮検査室		E

		若33 ワカ		倉田 陸矢		クラタ リクヤ		天野エンザイム株式会社		事業本部　国内マーケティング部　東京事務所		E

		若40 ワカ		筒井 将		ツツイショウ		（株）日清製粉グループ本社		Ｒ＆Ｄ・品質保証本部　品質保証部		E

		行6 ギョウ		山口　瑠奈 ヤマグチ ルナ		ヤマグチ　ルナ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		外食食文化課 ガイショク ショクブンカカ		E





		F										9

		F6		瀬川　恵寛 セガワ ケイ ヒロ				国分グループ本社（株） コクブ ホンシャ カブ				F

		F9		三森　伸二郎 ミツモリ シンジロウ				（株）ローソン カブ				F		※

		若6 ワカ		工藤 咲季		クドウ　サキ		株式会社ニップン カブシキガイシャ		品質保証部　		F

		若13 ワカ		田中 絵里子		タナカ　エリコ		ハウスウェルネスフーズ株式会社 カブシキガイシャ		開発研究所　製品開発部		F

		若20 ワカ		齊藤 絢子		サイトウ　アヤコ		伊藤ハム米久ホールディングス株式会社		加工食品事業本部生産本部品質管理部調達品質管理課		F

		若26 ワカ		徳永 直紀		トクナガ　ナオキ		株式会社ニチレイ		品質保証部　食品安全センター		F

		若27 ワカ		河原 俊雄		カワハラ　トシオ		株式会社日清製粉ウェルナ		商品開発本部知的財産・分析グループ		F

		若41 ワカ		工藤　瑠人 クドウ リュウ ニン		クドウ　リュウト		株式会社ライフコーポレーション カブシキガイシャ		品質保証部 船橋品質保証課		F

		行7 ギョウ		小川　温人 オガワ アタタ ヒト		オガワ　ハルト		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		流通課 リュウツウカ		F





		G										9

		F7		丹野　美和 タンノ ミワ				（株）ニップン カブ				G

		若1 ワカ		石井 那美		イシイナミ		ANA FESTA株式会社		総務部サスティナビリティ推進チーム		G

		若7 ワカ		野口 智未		ノグチトモミ		キユーピー株式会社		品質保証本部　品質保証一部		G

		若14 ワカ		長濱 綾音		ナガハマ　アヤネ		ハウス食品株式会社 ショクヒン カブシキガイシャ		品質保証部　表示課		G

		若34 ワカ		木村 慎		キムラシン		日清製粉株式会社		生産本部海外生産グループ		G

		若28 ワカ		高梨 優貴		タカナシ　ユキ		江崎グリコ株式会社		カテゴリー品質グループ		G

		若35 ワカ		池田 夏紀		イケダ　ナツキ		日本ハム株式会社		加工事業本部　品質保証室		G

		行1 ギョウ		杉光　舞 スギミツ マイ		スギミツ　マイ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		食品産業政策課		G

		行5 ギョウ		丸岡　杏弥 マルオカ アンズ ヤ		マルオカ　アヤ		消費者庁 ショウヒシャチョウ		食品表示課 ショクヒン ヒョウジ カ		G





チーム分け (送付用)

		令和7年度　若手フォーラム　チーム分け（案） レイワ ネンド ワカテ ワ アン														作成：R7.5.19 サクセイ

				A		9						E		9

				神井　弘之 カミイ ヒロユキ		日本大学大学院						折井　真人 オリイ マヒト		ハウス食品グループ本社（株） ショクヒン ホンシャ カブ

				秋山　誠一郎 アキヤマ セイイチロウ		兼松食品株式会社 カネマツ ショクヒン カブシキガイシャ						石田　悠二朗 イシダ ユウ ニ ロウ		三菱食品株式会社 ミツビシ ショクヒン カブシキガイシャ

				矢萩 哲也		コープデリ生活協同組合連合会		品質管理部　商品検査センター				高橋 由衣		株式会社ニチレイ カブシキガイシャ		品質保証部　食品安全センター

				草野 侑希		ハウス食品グループ本社株式会社		株式会社ハウス食品分析テクノサービス				小西 彩未		テーブルマーク株式会社		製造部　製造管理チーム

				加藤 大		株式会社　旭物産		品質管理部　品質管理課				松本 千晶		伊藤ハム米久プラント株式会社 カブシキガイシャ		取手工場　品質管理課

				鶴澤 智子		江崎グリコ株式会社		食品安全グループ				宮澤 愛		株式会社すかいらーくHD		品質管理グループ　西宮検査室

				川上 雅子		日本ハム株式会社		食肉事業本部　環境品質保証室				倉田 陸矢		天野エンザイム株式会社		事業本部　国内マーケティング部　東京事務所

				飯塚　真由 イイヅカ マユ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		食品産業政策課				筒井 将		（株）日清製粉グループ本社		Ｒ＆Ｄ・品質保証本部　品質保証部

				佐野　里奈 サノ リナ		消費者庁 ショウヒシャチョウ		食品表示課 ショクヒン ヒョウジカ				山口　瑠奈 ヤマグチ ルナ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		外食食文化課 ガイショク ショクブンカカ





				B		9						F		9

				大澤　幸弘 オオサワ ユキヒロ		ライフフーズ（株） カブ						瀬川　恵寛 セガワ ケイ ヒロ		国分グループ本社（株） コクブ ホンシャ カブ

				 井口　花音		株式会社生活品質科学研究所						三森　伸二郎 ミツモリ シンジロウ		（株）ローソン カブ

				渡邉 幹雄		SOMPOリスクマネジメント株式会社		クライシスマネジメントコンサルティング部				工藤 咲季		株式会社ニップン カブシキガイシャ		品質保証部　

				高田 紗綾		コープデリ生活協同組合連合会		宅配戦略商品開発室				田中 絵里子		ハウスウェルネスフーズ株式会社 カブシキガイシャ		開発研究所　製品開発部

				森 冬萌		ハウス食品グループ本社株式会社		研究開発本部アグリ素材開発部				齊藤 絢子		伊藤ハム米久ホールディングス株式会社		加工食品事業本部生産本部品質管理部調達品質管理課

				渡邉 裕人		株式会社　旭物産		製造3部パッケージ課				徳永 直紀		株式会社ニチレイ		品質保証部　食品安全センター

				井上 遥香		三菱食品株式会社		品質管理グループ				河原 俊雄		株式会社日清製粉ウェルナ		商品開発本部知的財産・分析グループ

				中村 俊哉		品川区保健所		生活衛生課食品衛生担当				工藤　瑠人 クドウ リュウ ニン		株式会社ライフコーポレーション カブシキガイシャ		品質保証部 船橋品質保証課

				宗像　小春 ムナカタ コハル		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		食品製造課 ショクヒン セイゾウ カ				小川　温人 オガワ アタタ ヒト		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		流通課 リュウツウカ





				C		9						G		9

				渡辺 敏雄		食品安全サポート ショクヒンアンゼン						丹野　美和 タンノ ミワ		（株）ニップン カブ

				篠田　太郎 シノダ タロウ		株式会社　Mizkan Holdings						石井 那美		ANA FESTA株式会社		総務部サスティナビリティ推進チーム

				秋元 大輝		イセデリカ株式会社		品質保証課				野口 智未		キユーピー株式会社		品質保証本部　品質保証一部

				川畑 祐子		コープデリ生活協同組合連合会		宅配CXデザイン部				長濱 綾音		ハウス食品株式会社 ショクヒン カブシキガイシャ		品質保証部　表示課

				佐々木 美佳		ハウス食品株式会社		品質保証部　品質保証課				木村 慎		日清製粉株式会社		生産本部海外生産グループ

				佐々木 卓		株式会社すかいらーくHD		品質管理グループ　相模原検査室				高梨 優貴		江崎グリコ株式会社		カテゴリー品質グループ

				奥村 英恵		鳥栖キユーピー株式会社		品質保証課				池田 夏紀		日本ハム株式会社		加工事業本部　品質保証室

				坂本 楓花		品川区保健所		生活衛生課食品衛生担当				杉光　舞 スギミツ マイ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		食品産業政策課

				沖野　晶紀子 オキノ アキコ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		外食食文化課 ガイショク ショクブンカカ				丸岡　杏弥 マルオカ アンズ ヤ		消費者庁 ショウヒシャチョウ		食品表示課 ショクヒン ヒョウジ カ





				D		9

				岩井　弘光 イワイ ヒロミツ		（株）シジシージャパン カブ

				堀　景太 ホリ ケイ フトシ		ネオジェンジャパン（株） カブ

				宮本 佳奈		イセデリカ株式会社		品質管理課

				宮下 千昌		テーブルマーク株式会社		食の安全管理担当

				大森 由紀子		ライフフーズ株式会社		ロジスティクス部

				長谷川 春奈		株式会社　ニップン		食品開発部　加工食品チーム

				杉浦 ありさ		天野エンザイム株式会社		品質保証本部　品質保証部　製品保証チーム

				箕島 将起		有田食品株式会社		製造部　製造一課

				寺田　尚生 テラダ ヒサオ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		企画グループ キカク







R6参加者連絡先

				●令和７年度若手フォーラム参加者情報シート レイワ ネンド ワカテ サンカ シャ ジョウホウ

				氏名 シメイ				フリガナ		会社名 カイシャ メイ		所属部署 ショゾクブショ		メールアドレス

		1		石井 那美		＿		イシイナミ		ANA FESTA株式会社		総務部サスティナビリティ推進チーム		n.ishii@anafesta.com

		2		渡邉 幹雄		＿		ワタナベ ミキオ		SOMPOリスクマネジメント株式会社		クライシスマネジメントコンサルティング部		mwatanabe43@sompo-rc.co.jp

		3		秋元 大輝		＿		アキモトダイキ		イセデリカ株式会社		品質保証課		daiki.akimoto@isehd.biz

		4		宮本 佳奈		＿		ミヤモトカナ		イセデリカ株式会社		品質管理課		kana.miyamoto@isehd.biz

		5		高橋 由衣		＿		タカハシ　ユイ		株式会社ニチレイ カブシキガイシャ		品質保証部　食品安全センター		takahashiy01@nichirei.co.jp

		6		工藤 咲季		＿		クドウ　サキ		株式会社ニップン カブシキガイシャ		品質保証部　		s-kudou@nippn.co.jp

		7		野口 智未		＿		ノグチトモミ		キユーピー株式会社		品質保証本部　品質保証一部		tomomi_noguchi@kewpie.co.jp

		8		矢萩 哲也		＿		ヤハギ　テツヤ		コープデリ生活協同組合連合会		品質管理部　商品検査センター		takuya_yahagi@coopdeli.coop

		9		高田 紗綾		＿		タカタ　サアヤ		コープデリ生活協同組合連合会		宅配戦略商品開発室		saaya_takata@coopdeli.coop

		10		川畑 祐子		＿		カワハタ　ユウコ		コープデリ生活協同組合連合会		宅配CXデザイン部		yuuko_kawahata@coopdeli.coop 

		11		宮下 千昌		＿		ミヤシタ　チアキ		テーブルマーク株式会社		食の安全管理担当		chiaki.miyashita@tablemark.co.jp

		12		小西 彩未		＿		コニシ　アヤミ		テーブルマーク株式会社		製造部　製造管理チーム		ayami.konishi@tablemark.co.jp

		13		田中 絵里子		＿		タナカ　エリコ		ハウスウェルネスフーズ株式会社 カブシキガイシャ		開発研究所　製品開発部		eriko.tanaka.dh2@housefoods.co.jp

		14		長濱 綾音		＿		ナガハマ　アヤネ		ハウス食品株式会社 ショクヒン カブシキガイシャ		品質保証部　表示課		ayane.nagahama.d7p@housefoods.co.jp

		15		草野 侑希		＿		クサノユウキ		ハウス食品グループ本社株式会社		株式会社ハウス食品分析テクノサービス

		16		森 冬萌		＿		モリ　トモ		ハウス食品グループ本社株式会社		研究開発本部アグリ素材開発部		tomo.mori.k3q@housefoods.co.jp

		17		佐々木 美佳		＿		ササキ　ミカ		ハウス食品株式会社		品質保証部　品質保証課		mika.sasaki.ne5@housefoods.co.jp

		18		大森 由紀子		＿		オオモリ　ユキコ		ライフフーズ株式会社		ロジスティクス部		omori@lifefoods-tokyo.co.jp

		19		松本 千晶		＿		マツモト　チアキ		伊藤ハム米久プラント株式会社 カブシキガイシャ		取手工場　品質管理課		chiaki.matsumoto@ihyq.co.jp

		20		齊藤 絢子		＿		サイトウ　アヤコ		伊藤ハム米久ホールディングス株式会社		加工食品事業本部生産本部品質管理部調達品質管理課		a_saito_8786@ihyq.co.ｊｐ

		21		長谷川 春奈		＿		ハセガワ　ハルナ		株式会社　ニップン		食品開発部　加工食品チーム		haruna-hasegawa@nippn.co.jp

		22		加藤 大		＿		カトウ　ヒロキ		株式会社　旭物産		品質管理部　品質管理課		h-katou@asahibsn.co.jp

		23		渡邉 裕人		＿		ワタナベ　ユウト		株式会社　旭物産		製造3部パッケージ課		y-watanabe@asahibsn.co.jp

		24		佐々木 卓		＿		ササキ　タカシ		株式会社すかいらーくHD		品質管理グループ　相模原検査室		takashi.sasaki.85@skylark.co.jp

		25		宮澤 愛		＿		ミヤザワ　マナ		株式会社すかいらーくHD		品質管理グループ　西宮検査室		mana.miyazawa@skylark.co.jp

		26		徳永 直紀		＿		トクナガ　ナオキ		株式会社ニチレイ		品質保証部　食品安全センター		tokunagan@nichirei.co.jp

		27		河原 俊雄		＿		カワハラ　トシオ		株式会社日清製粉ウェルナ		商品開発本部知的財産・分析グループ		kawahara.toshio@nisshin.com

		28		高梨 優貴		＿		タカナシ　ユキ		江崎グリコ株式会社		カテゴリー品質グループ		yuki.takanashi@glico.com

		29		鶴澤 智子		＿		ツルサワ　トモコ		江崎グリコ株式会社		食品安全グループ		tomoko.tsurusawa@glico.com

		30		井上 遥香		＿		イノウエ　ハルカ		三菱食品株式会社		品質管理グループ		haruka.inoue@mitsubishi-shokuhin.com

		31		奥村 英恵		＿		オクムラ　ハナエ		鳥栖キユーピー株式会社		品質保証課		hanae_okumura@kewpie.co.jp

		32		杉浦 ありさ		＿		スギウラ アリサ		天野エンザイム株式会社		品質保証本部　品質保証部　製品保証チーム		arisa_sugiura@amano-enzyme.com

		33		倉田 陸矢		＿		クラタ リクヤ		天野エンザイム株式会社		事業本部　国内マーケティング部　東京事務所		rikuya_kurata@amano-enzyme.com

		34		木村 慎		＿		キムラシン		日清製粉株式会社		生産本部海外生産グループ		kimura.shin@nisshin.com

		35		池田 夏紀		＿		イケダ　ナツキ		日本ハム株式会社		加工事業本部　品質保証室		nats.ikeda@nipponham.co.jp

		36		川上 雅子		＿		カワカミ　マサコ		日本ハム株式会社		食肉事業本部　環境品質保証室		m.kawakami@nipponham.co.jp

		37		中村 俊哉		＿		ナカムラ　トシヤ		品川区保健所		生活衛生課食品衛生担当		citywiz0121@gmail.com

		38		坂本 楓花		＿		サカモト　フウカ		品川区保健所		生活衛生課食品衛生担当		shinagawa_hc@city.shinagawa.tokyo.jp

		39		箕島 将起		＿		ミノシマ　マサキ		有田食品株式会社		製造部　製造一課

		40		筒井 将		＿		ツツイショウ		（株）日清製粉グループ本社		Ｒ＆Ｄ・品質保証本部　品質保証部		tsutsui.sho@nisshin.com

		41		工藤　瑠人 クドウ リュウ ニン		＿		クドウ　リュウト		株式会社ライフコーポレーション カブシキガイシャ		品質保証部 船橋品質保証課
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省内

				●令和７年度若手フォーラム参加者情報シート レイワ ネンド ワカテ サンカ シャ ジョウホウ

				氏名 シメイ		フリガナ		会社名 カイシャ メイ		所属部署 ショゾクブショ		メールアドレス

		1		杉光　舞 スギミツ マイ		スギミツ　マイ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		食品産業政策課		mai_sugimitsu310@maff.go.jp

		2		飯塚　真由 イイヅカ マユ		イイヅカ　マユ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		食品産業政策課		mayu_iizuka680@maff.go.jp

		3		宗像　小春 ムナカタ コハル		ムナカタ　コハル		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		食品製造課 ショクヒン セイゾウ カ		koharu_munakata290@maff.go.jp

		4		佐野　里奈 サノ リナ		サノ　リナ		消費者庁 ショウヒシャチョウ		食品表示課 ショクヒン ヒョウジカ		rina.sano.3hj@caa.go.jp

		5		丸岡　杏弥 マルオカ アンズ ヤ		マルオカ　アヤ		消費者庁 ショウヒシャチョウ		食品表示課 ショクヒン ヒョウジ カ		aya.maruoka.3yi@caa.go.jp

		6		山口　瑠奈 ヤマグチ ルナ		ヤマグチ　ルナ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		外食食文化課 ガイショク ショクブンカカ

		7		小川　温人 オガワ アタタ ヒト		オガワ　ハルト		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		流通課 リュウツウカ

		8		寺田　尚生 テラダ ヒサオ		テラダ　ナオキ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		企画グループ キカク

		9		沖野　晶紀子 オキノ アキコ		オキノ　アキコ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		外食食文化課 ガイショク ショクブンカカ
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ファシリ202504～

		R7 FCP若手フォーラム ファシリテーターリスト ワカテ						R7若手フォーラムファシリテーター（一部継続するか確認中） ワカテ イチ ブ ケイゾク カクニン チュウ										確認済項目 カクニン スミ コウモク

				担当
チーム タントウ		ファシリテーター/アドバイザー		会社名 カイシャ メイ		氏名 シメイ		役職 ヤクショク		メールアドレス		日中連絡先 ニッチュウ レンラクサキ		意向 イコウ		謝金 シャキン		交通費 コウツウヒ		本人宛依頼状 ホンニン アテ イライジョウ		上司宛レター 宛先（氏名とメールアドレス） ジョウシ アテ アテサキ シメイ		チームファシ可否 カヒ		備考 ビコウ

																																発表者 ハッピョウシャ

						総合ファシリテーター ソウゴウ		（株）フードサニテーション78 カブ		山下　安信 ヤマシタ ヤスノブ		代表取締役 ダイヒョウトリシマリヤク		f.s.78@ozzio.jp		090-9966-9319		総合ファシ継続可能 ソウゴウ ケイゾク カノウ		要 ヨウ		要 ヨウ		要 ヨウ		不要 フヨウ		ー

						アドバイザー		日本大学大学院		神井　弘之 カミイ ヒロユキ		教授 キョウジュ		kamii.hiroyuki@nihon-u.ac.jp						要 ヨウ		要 ヨウ		不要 フヨウ				可 カ

								ライフフーズ（株） カブ		大澤　幸弘 オオサワ ユキヒロ		品質保証部　部長		osawa@lifefoods-tokyo.co.jp		０３－６６３３－７０８４		3/18回答あり
参加継続可能 カイトウ サンカ ケイゾク カノウ		要 ヨウ		要 ヨウ		要 ヨウ		代表取締役　矢野良一 ダイヒョウ トリシマリヤク ヤノ リョウ イチ		可 カ		上司宛先レターは当方送付してください。 ジョウシ アテサキ トウホウ ソウフ

								食品安全サポート ショクヒンアンゼン		渡辺 敏雄		代表		t-watanabe@ozzio.jp		070−5452−7804		3/4返信あり
参加継続可能 ヘンシン サンカ ケイゾク カノウ		要 ヨウ		要 ヨウ		要 ヨウ		宛先本人名にて希望します。 アテサキ  ホンニン  メイ  キボウ 		可 カ

								（株）シジシージャパン カブ		岩井　弘光 イワイ ヒロミツ		参事 サンジ		h-iwai@cgcjapan.co.jp		080-5526-3943		3/18回答あり
参加継続可能 カイトウ サンカ ケイゾク カノウ		不要 フヨウ		不要 フヨウ		不要 フヨウ				可 カ

								（株）アンデルセン・パン生活文化研究所 カブ セイカツブンカ ケンキュウジョ		大西　由美 オオニシ ユミ		サステナビリティ経営企画室 室長 ケイエイ キカク シツ		yumi.onishi@angp.jp														否 イナ

								ハウス食品グループ本社（株） ショクヒン ホンシャ カブ		折井　真人 オリイ マヒト				mahito.orii.8vt@housefoods.co.jp		090-8559-3839		3/4返信あり
参加継続可能 ヘンシン サンカ ケイゾク カノウ		不要 フヨウ		不要 フヨウ		要 ヨウ		不要 フヨウ		可 カ

								国分グループ本社（株） コクブ ホンシャ カブ		瀬川　恵寛 セガワ ケイ ヒロ		GFSI日本ローカルグループ行政連携WGリーダー
GFSI日本ローカルグループナレッジシェアリングWGメンバー		s11.segawa@kpost.kokubu.co.jp		080-6861-3090		3/4返信あり
参加継続可能 ヘンシン サンカ ケイゾク カノウ		不要 フヨウ		不要 フヨウ		要 ヨウ		朝井　清一
k.asai@kpost.kokubu.co.jp アサイ キヨカズ		可 カ

								（株）ニップン カブ		丹野　美和 タンノ ミワ		品質保証部　（定年後「次長」のままか不明） ヒンシツホショウブ テイネンゴ ジチョウ フメイ		tanno@nippn.co.jp		03-3511-5321		3/18回答あり
参加継続可能 カイトウ サンカ ケイゾク カノウ		不要 フヨウ		不要 フヨウ		要 ヨウ		齋藤浩二部長　ksaito@nippn.co.jp サイトウ コウジ ブチョウ		可 カ

								ネオジェンジャパン（株） カブ		堀　景太 ホリ ケイ フトシ				KHori@neogen.com		090-4429-7399		3/28回答あり
参加継続意向 カイトウ サンカケイゾク イコウ		不要 フヨウ		不要 フヨウ		不要 フヨウ		確認済みのため不要です カクニン ズ フヨウ		可 カ

								（株）ローソン カブ		三森　伸二郎 ミツモリ シンジロウ		品質管理部　マネージャー ヒンシツカンリブ		e.shinjirou.mitsumori.n9a@law001.lawson.co.jp		080-1316-3898		3/28回答あり
参加継続可能 カイトウ サンカケイゾク カノウ		不要 フヨウ		不要 フヨウ		要 ヨウ		要
株式会社ローソン 理事執行役員
事業サポート本部　品質管理部長
的野　義範 　宛 ヨウ アテ		可 カ

								株式会社　Mizkan Holdings		篠田　太郎 シノダ タロウ		サプライチェーン本部　労働安全・品質担当		taro_shinoda@mizkan.co.jp				3/11返信あり
参加継続意志あり ヘンシン サンカ ケイゾク イシ		不要 フヨウ		不要 フヨウ		不要 フヨウ		不要 フヨウ		可 カ

								SEITA食品安全コンサルティング ショクヒン アンゼン		青森　誠治 アオモリ セイジ		代表 ダイヒョウ		aomori@seita-fsc.com		090-8947-7510		3/4返信あり
参加継続意志あり ヘンシン サンカ ケイゾク イシ		-		-		-		-		-		業務状況により毎回の参加が難しいと想定される。一方で、FCPとの関わりは継続したいとの意向により、特定のチームには属さず、都合のつく回に参加いただく。謝金・交通費の要否はその都度確認。 ギョウム ジョウキョウ マイカイ サンカ ムズカ ソウテイ イッポウ カカ ケイゾク イコウ トクテイ ゾク ツゴウ カイ サンカ シャキン コウツウヒ ヨウヒ ツド カクニン



						サポート役
（協力初年度のため、まずはチーム（メイン）ファシリテーターのサポート役として加入 ヤク キョウリョク ショネンド ヤク カニュウ		兼松食品株式会社 カネマツ ショクヒン カブシキガイシャ		秋山　誠一郎（アキヤマ　セイイチロウ） アキヤマ セイイチロウ		品質保証部 ヒンシツ ホショウブ		seiichiro_akiyama@ksh.kanematsu.co.jp				3/27返信あり
参加意志あり ヘンシン サンカ イシ		不要 フヨウ		不要 フヨウ		不要 フヨウ		不要 フヨウ		ー

						サポート役
（協力初年度のため、まずはチーム（メイン）ファシリテーターのサポート役として加入 ヤク キョウリョク ショネンド ヤク カニュウ		日本ハム株式会社 ニッポン カブシキガイシャ		堀江　大樹（ホリエ　ダイキ） ホリエ ダイキ		品質保証部 ヒンシツ ホショウブ		d.horie@nipponham.co.jp				辞退 ジタイ

						サポート役
（協力初年度のため、まずはチーム（メイン）ファシリテーターのサポート役として加入 ヤク キョウリョク ショネンド ヤク カニュウ		三菱食品株式会社 ミツビシ ショクヒン カブシキガイシャ		石田　悠二朗（イシダ　ユウジロウ） イシダ ユウ ニ ロウ		品質管理グループ ヒンシツ カンリ		yujiro.ishida@mitsubishi-shokuhin.com				3/27返信あり
参加意志あり ヘンシン サンカ イシ		不要 フヨウ		不要 フヨウ		不要 フヨウ		不要 フヨウ		ー

								株式会社生活品質科学研究所
		 井口　花音　氏（イグチ　カノン）
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Sheet1

				氏名 シメイ		フリガナ		会社名 カイシャ メイ		所属部署 ショゾクブショ		チーム

		F1		神井　弘之 カミイ ヒロユキ				日本大学大学院

		F2		大澤　幸弘 オオサワ ユキヒロ				ライフフーズ（株） カブ

		F3		渡辺 敏雄				食品安全サポート ショクヒンアンゼン

		F4		岩井　弘光 イワイ ヒロミツ				（株）シジシージャパン カブ

		F5		折井　真人 オリイ マヒト				ハウス食品グループ本社（株） ショクヒン ホンシャ カブ

		F6		瀬川　恵寛 セガワ ケイ ヒロ				国分グループ本社（株） コクブ ホンシャ カブ

		F7		丹野　美和 タンノ ミワ				（株）ニップン カブ

		F8		堀　景太 ホリ ケイ フトシ				ネオジェンジャパン（株） カブ

		F9		三森　伸二郎 ミツモリ シンジロウ				（株）ローソン カブ

		F10		篠田　太郎 シノダ タロウ				株式会社　Mizkan Holdings

		S1		秋山　誠一郎 アキヤマ セイイチロウ		アキヤマ　セイイチロウ		兼松食品株式会社 カネマツ ショクヒン カブシキガイシャ

		S2		石田　悠二朗 イシダ ユウ ニ ロウ		イシダ　ユウジロウ		三菱食品株式会社 ミツビシ ショクヒン カブシキガイシャ

		S3		 井口　花音		イグチ　カノン		株式会社生活品質科学研究所

		若1 ワカ		石井 那美		イシイナミ		ANA FESTA株式会社		総務部サスティナビリティ推進チーム

		若2 ワカ		渡邉 幹雄		ワタナベ ミキオ		SOMPOリスクマネジメント株式会社		クライシスマネジメントコンサルティング部

		若3 ワカ		秋元 大輝		アキモトダイキ		イセデリカ株式会社		品質保証課

		若4 ワカ		宮本 佳奈		ミヤモトカナ		イセデリカ株式会社		品質管理課

		若5 ワカ		高橋 由衣		タカハシ　ユイ		株式会社ニチレイ カブシキガイシャ		品質保証部　食品安全センター

		若6 ワカ		工藤 咲季		クドウ　サキ		株式会社ニップン カブシキガイシャ		品質保証部　

		若7 ワカ		野口 智未		ノグチトモミ		キユーピー株式会社		品質保証本部　品質保証一部

		若8 ワカ		矢萩 哲也		ヤハギ　テツヤ		コープデリ生活協同組合連合会		品質管理部　商品検査センター

		若9 ワカ		高田 紗綾		タカタ　サアヤ		コープデリ生活協同組合連合会		宅配戦略商品開発室

		若10 ワカ		川畑 祐子		カワハタ　ユウコ		コープデリ生活協同組合連合会		宅配CXデザイン部

		若11 ワカ		宮下 千昌		ミヤシタ　チアキ		テーブルマーク株式会社		食の安全管理担当

		若12 ワカ		小西 彩未		コニシ　アヤミ		テーブルマーク株式会社		製造部　製造管理チーム

		若13 ワカ		田中 絵里子		タナカ　エリコ		ハウスウェルネスフーズ株式会社 カブシキガイシャ		開発研究所　製品開発部

		若14 ワカ		長濱 綾音		ナガハマ　アヤネ		ハウス食品株式会社 ショクヒン カブシキガイシャ		品質保証部　表示課

		若15 ワカ		草野 侑希		クサノユウキ		ハウス食品グループ本社株式会社		株式会社ハウス食品分析テクノサービス

		若16 ワカ		森 冬萌		モリ　トモ		ハウス食品グループ本社株式会社		研究開発本部アグリ素材開発部

		若17 ワカ		佐々木 美佳		ササキ　ミカ		ハウス食品株式会社		品質保証部　品質保証課

		若18 ワカ		大森 由紀子		オオモリ　ユキコ		ライフフーズ株式会社		ロジスティクス部

		若19 ワカ		松本 千晶		マツモト　チアキ		伊藤ハム米久プラント株式会社 カブシキガイシャ		取手工場　品質管理課

		若20 ワカ		齊藤 絢子		サイトウ　アヤコ		伊藤ハム米久ホールディングス株式会社		加工食品事業本部生産本部品質管理部調達品質管理課

		若21 ワカ		長谷川 春奈		ハセガワ　ハルナ		株式会社　ニップン		食品開発部　加工食品チーム

		若22 ワカ		加藤 大		カトウ　ヒロキ		株式会社　旭物産		品質管理部　品質管理課

		若23 ワカ		渡邉 裕人		ワタナベ　ユウト		株式会社　旭物産		製造3部パッケージ課

		若24 ワカ		佐々木 卓		ササキ　タカシ		株式会社すかいらーくHD		品質管理グループ　相模原検査室

		若25 ワカ		宮澤 愛		ミヤザワ　マナ		株式会社すかいらーくHD		品質管理グループ　西宮検査室

		若26 ワカ		徳永 直紀		トクナガ　ナオキ		株式会社ニチレイ		品質保証部　食品安全センター

		若27 ワカ		河原 俊雄		カワハラ　トシオ		株式会社日清製粉ウェルナ		商品開発本部知的財産・分析グループ

		若28 ワカ		高梨 優貴		タカナシ　ユキ		江崎グリコ株式会社		カテゴリー品質グループ

		若29 ワカ		鶴澤 智子		ツルサワ　トモコ		江崎グリコ株式会社		食品安全グループ

		若30 ワカ		井上 遥香		イノウエ　ハルカ		三菱食品株式会社		品質管理グループ

		若31 ワカ		奥村 英恵		オクムラ　ハナエ		鳥栖キユーピー株式会社		品質保証課

		若32 ワカ		杉浦 ありさ		スギウラ アリサ		天野エンザイム株式会社		品質保証本部　品質保証部　製品保証チーム

		若33 ワカ		倉田 陸矢		クラタ リクヤ		天野エンザイム株式会社		事業本部　国内マーケティング部　東京事務所

		若34 ワカ		木村 慎		キムラシン		日清製粉株式会社		生産本部海外生産グループ

		若35 ワカ		池田 夏紀		イケダ　ナツキ		日本ハム株式会社		加工事業本部　品質保証室

		若36 ワカ		川上 雅子		カワカミ　マサコ		日本ハム株式会社		食肉事業本部　環境品質保証室

		若37 ワカ		中村 俊哉		ナカムラ　トシヤ		品川区保健所		生活衛生課食品衛生担当

		若38 ワカ		坂本 楓花		サカモト　フウカ		品川区保健所		生活衛生課食品衛生担当

		若39 ワカ		箕島 将起		ミノシマ　マサキ		有田食品株式会社		製造部　製造一課

		若40 ワカ		筒井 将		ツツイショウ		（株）日清製粉グループ本社		Ｒ＆Ｄ・品質保証本部　品質保証部

		若41 ワカ		工藤　瑠人 クドウ リュウ ニン		クドウ　リュウト		株式会社ライフコーポレーション カブシキガイシャ		品質保証部 船橋品質保証課

		行1 ギョウ		杉光　舞 スギミツ マイ		スギミツ　マイ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		食品産業政策課

		行2 ギョウ		飯塚　真由 イイヅカ マユ		イイヅカ　マユ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		食品産業政策課

		行3 ギョウ		宗像　小春 ムナカタ コハル		ムナカタ　コハル		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		食品製造課 ショクヒン セイゾウ カ

		行4 ギョウ		佐野　里奈 サノ リナ		サノ　リナ		消費者庁 ショウヒシャチョウ		食品表示課 ショクヒン ヒョウジカ

		行5 ギョウ		丸岡　杏弥 マルオカ アンズ ヤ		マルオカ　アヤ		消費者庁 ショウヒシャチョウ		食品表示課 ショクヒン ヒョウジ カ

		行6 ギョウ		山口　瑠奈 ヤマグチ ルナ		ヤマグチ　ルナ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		外食食文化課 ガイショク ショクブンカカ

		行7 ギョウ		小川　温人 オガワ アタタ ヒト		オガワ　ハルト		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		流通課 リュウツウカ

		行8 ギョウ		寺田　尚生 テラダ ヒサオ		テラダ　ナオキ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		企画グループ キカク

		行9 ギョウ		沖野　晶紀子 オキノ アキコ		オキノ　アキコ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		外食食文化課 ガイショク ショクブンカカ



		A										9

		F1		神井　弘之 カミイ ヒロユキ				日本大学大学院				A

		S1		秋山　誠一郎 アキヤマ セイイチロウ		アキヤマ　セイイチロウ		兼松食品株式会社 カネマツ ショクヒン カブシキガイシャ				A

		若8 ワカ		矢萩 哲也		ヤハギ　テツヤ		コープデリ生活協同組合連合会		品質管理部　商品検査センター		A

		若15 ワカ		草野 侑希		クサノユウキ		ハウス食品グループ本社株式会社		株式会社ハウス食品分析テクノサービス		A

		若22 ワカ		加藤 大		カトウ　ヒロキ		株式会社　旭物産		品質管理部　品質管理課		A		※

		若29 ワカ		鶴澤 智子		ツルサワ　トモコ		江崎グリコ株式会社		食品安全グループ		A

		若36 ワカ		川上 雅子		カワカミ　マサコ		日本ハム株式会社		食肉事業本部　環境品質保証室		A

		行2 ギョウ		飯塚　真由 イイヅカ マユ		イイヅカ　マユ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		食品産業政策課		A		初回休み ショカイヤス

		行4 ギョウ		佐野　里奈 サノ リナ		サノ　リナ		消費者庁 ショウヒシャチョウ		食品表示課 ショクヒン ヒョウジカ		A

		B										9

		F2		大澤　幸弘 オオサワ ユキヒロ				ライフフーズ（株） カブ				B

		S3		 井口　花音		イグチ　カノン		株式会社生活品質科学研究所				B

		若2 ワカ		渡邉 幹雄		ワタナベ ミキオ		SOMPOリスクマネジメント株式会社		クライシスマネジメントコンサルティング部		B

		若9 ワカ		高田 紗綾		タカタ　サアヤ		コープデリ生活協同組合連合会		宅配戦略商品開発室		B

		若16 ワカ		森 冬萌		モリ　トモ		ハウス食品グループ本社株式会社		研究開発本部アグリ素材開発部		B

		若23 ワカ		渡邉 裕人		ワタナベ　ユウト		株式会社　旭物産		製造3部パッケージ課		B		※

		若30 ワカ		井上 遥香		イノウエ　ハルカ		三菱食品株式会社		品質管理グループ		B

		若37 ワカ		中村 俊哉		ナカムラ　トシヤ		品川区保健所		生活衛生課食品衛生担当		B

		行3 ギョウ		宗像　小春 ムナカタ コハル		ムナカタ　コハル		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		食品製造課 ショクヒン セイゾウ カ		B

		C										9

		F3		渡辺 敏雄				食品安全サポート ショクヒンアンゼン				C

		F10		篠田　太郎 シノダ タロウ				株式会社　Mizkan Holdings				C

		若3 ワカ		秋元 大輝		アキモトダイキ		イセデリカ株式会社		品質保証課		C

		若10 ワカ		川畑 祐子		カワハタ　ユウコ		コープデリ生活協同組合連合会		宅配CXデザイン部		C

		若17 ワカ		佐々木 美佳		ササキ　ミカ		ハウス食品株式会社		品質保証部　品質保証課		C

		若24 ワカ		佐々木 卓		ササキ　タカシ		株式会社すかいらーくHD		品質管理グループ　相模原検査室		C

		若31 ワカ		奥村 英恵		オクムラ　ハナエ		鳥栖キユーピー株式会社		品質保証課		C

		若38 ワカ		坂本 楓花		サカモト　フウカ		品川区保健所		生活衛生課食品衛生担当		C

		行9 ギョウ		沖野　晶紀子 オキノ アキコ		オキノ　アキコ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		外食食文化課 ガイショク ショクブンカカ		C

		D										9

		F4		岩井　弘光 イワイ ヒロミツ				（株）シジシージャパン カブ				D

		F8		堀　景太 ホリ ケイ フトシ				ネオジェンジャパン（株） カブ				A

		若4 ワカ		宮本 佳奈		ミヤモトカナ		イセデリカ株式会社		品質管理課		D

		若11 ワカ		宮下 千昌		ミヤシタ　チアキ		テーブルマーク株式会社		食の安全管理担当		D

		若18 ワカ		大森 由紀子		オオモリ　ユキコ		ライフフーズ株式会社		ロジスティクス部		D

		若21 ワカ		長谷川 春奈		ハセガワ　ハルナ		株式会社　ニップン		食品開発部　加工食品チーム		D

		若32 ワカ		杉浦 ありさ		スギウラ アリサ		天野エンザイム株式会社		品質保証本部　品質保証部　製品保証チーム		D

		若39 ワカ		箕島 将起		ミノシマ　マサキ		有田食品株式会社		製造部　製造一課		D

		行8 ギョウ		寺田　尚生 テラダ ヒサオ		テラダ　ナオキ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		企画グループ キカク		D		初回休み ショカイヤス



		E										9

		F5		折井　真人 オリイ マヒト				ハウス食品グループ本社（株） ショクヒン ホンシャ カブ				E

		S2		石田　悠二朗 イシダ ユウ ニ ロウ		イシダ　ユウジロウ		三菱食品株式会社 ミツビシ ショクヒン カブシキガイシャ				E

		若5 ワカ		高橋 由衣		タカハシ　ユイ		株式会社ニチレイ カブシキガイシャ		品質保証部　食品安全センター		E

		若12 ワカ		小西 彩未		コニシ　アヤミ		テーブルマーク株式会社		製造部　製造管理チーム		E

		若19 ワカ		松本 千晶		マツモト　チアキ		伊藤ハム米久プラント株式会社 カブシキガイシャ		取手工場　品質管理課		E

		若25 ワカ		宮澤 愛		ミヤザワ　マナ		株式会社すかいらーくHD		品質管理グループ　西宮検査室		E

		若33 ワカ		倉田 陸矢		クラタ リクヤ		天野エンザイム株式会社		事業本部　国内マーケティング部　東京事務所		E

		若40 ワカ		筒井 将		ツツイショウ		（株）日清製粉グループ本社		Ｒ＆Ｄ・品質保証本部　品質保証部		E

		行6 ギョウ		山口　瑠奈 ヤマグチ ルナ		ヤマグチ　ルナ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		外食食文化課 ガイショク ショクブンカカ		E

		F										9

		F6		瀬川　恵寛 セガワ ケイ ヒロ				国分グループ本社（株） コクブ ホンシャ カブ				F

		F9		三森　伸二郎 ミツモリ シンジロウ				（株）ローソン カブ				F		※

		若6 ワカ		工藤 咲季		クドウ　サキ		株式会社ニップン カブシキガイシャ		品質保証部　		F

		若13 ワカ		田中 絵里子		タナカ　エリコ		ハウスウェルネスフーズ株式会社 カブシキガイシャ		開発研究所　製品開発部		F

		若20 ワカ		齊藤 絢子		サイトウ　アヤコ		伊藤ハム米久ホールディングス株式会社		加工食品事業本部生産本部品質管理部調達品質管理課		F

		若26 ワカ		徳永 直紀		トクナガ　ナオキ		株式会社ニチレイ		品質保証部　食品安全センター		F

		若27 ワカ		河原 俊雄		カワハラ　トシオ		株式会社日清製粉ウェルナ		商品開発本部知的財産・分析グループ		F

		若41 ワカ		工藤　瑠人 クドウ リュウ ニン		クドウ　リュウト		株式会社ライフコーポレーション カブシキガイシャ		品質保証部 船橋品質保証課		F

		行7 ギョウ		小川　温人 オガワ アタタ ヒト		オガワ　ハルト		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		流通課 リュウツウカ		F

		G										9

		F7		丹野　美和 タンノ ミワ				（株）ニップン カブ				G

		若1 ワカ		石井 那美		イシイナミ		ANA FESTA株式会社		総務部サスティナビリティ推進チーム		G

		若7 ワカ		野口 智未		ノグチトモミ		キユーピー株式会社		品質保証本部　品質保証一部		G

		若14 ワカ		長濱 綾音		ナガハマ　アヤネ		ハウス食品株式会社 ショクヒン カブシキガイシャ		品質保証部　表示課		G

		若34 ワカ		木村 慎		キムラシン		日清製粉株式会社		生産本部海外生産グループ		G

		若28 ワカ		高梨 優貴		タカナシ　ユキ		江崎グリコ株式会社		カテゴリー品質グループ		G

		若35 ワカ		池田 夏紀		イケダ　ナツキ		日本ハム株式会社		加工事業本部　品質保証室		G

		行1 ギョウ		杉光　舞 スギミツ マイ		スギミツ　マイ		農林水産省 ノウリンスイサンショウ		食品産業政策課		G

		行5 ギョウ		丸岡　杏弥 マルオカ アンズ ヤ		マルオカ　アヤ		消費者庁 ショウヒシャチョウ		食品表示課 ショクヒン ヒョウジ カ		G





名刺交換

		名刺交換 メイシコウカン



		自分のチーム ジブン				A		B		C		D		E		F		G						自分のチーム ジブン				A		B		C		D		E		F		G

		交換相手 コウカン アイテ		1回目 カイメ		B		A		D		C		F		E		チーム内 ナイ						交換場所 コウカン バショ				1（固定） コテイ		2（固定） コテイ		3（固定） コテイ		移動 イドウ		移動 イドウ		移動 イドウ		移動 イドウ

				2回目 カイメ		C		G		A		E		D		チーム内 ナイ		B						1周目 シュウメ		交換相手 コウカン アイテ		D		E		F		A		B		C		チーム内 ナイ

				3回目 カイメ		D		F		G		A		チーム内 ナイ		B		C						2周目 シュウメ				E		F		G		チーム内 ナイ		A		B		C

				4回目 カイメ		E		C		B		チーム内 ナイ		A		G		F						3周目 シュウメ				F		G		D		C		チーム内 ナイ		A		B

				5回目 カイメ		F		D		チーム内 ナイ		B		G		A		E						4周目 シュウメ				G		D		E		B		C		チーム内 ナイ		A

				6回目 カイメ		G		チーム内 ナイ		E		F		C		D		A						場所移動 バショイドウ

				7回目 カイメ		チーム内 ナイ		E		F		G		B		C		D

																								自分のチーム ジブン				A		B		C		D		E		F		G

																								交換場所 コウカン バショ				1（固定） コテイ		移動 イドウ		移動 イドウ		2（固定） コテイ		移動 イドウ		3（固定） コテイ		移動 イドウ

																								5周目 シュウ メ		交換相手 コウカン アイテ		B		A		チーム内 ナイ		E		D		G		F

																								6周目				C		チーム内 ナイ		A		G		F		E		D

																								場所移動 バショイドウ



																								自分のチーム ジブン				A		B		C		D		E		F		G

																								交換場所 コウカン バショ				移動 イドウ		1（固定） コテイ		移動 イドウ		2（固定） コテイ		3（固定） コテイ		移動 イドウ		移動 イドウ

																								7周目 シュウ メ		交換相手 コウカン アイテ		チーム内 ナイ		C		B		F		G		D		E
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1. 提出物
（１）個人目標（２枚のうち1枚）

提出期限 6月27日
提出先 FCP事務局

（２）第2回事前課題（1枚）
提出期限 ７月４日

   提出先   チームリーダー

２．第2回若手フォーラム 7月15日（火）（予定）

令和7年 6月３日 

Copyright (C) 2025 MAFF All Rights Reserved.
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